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【Scenes of Solution】

航空機ファイナンスの
新たな1ページを拓く
ー世界初の保険を組み込んだスキームを活用

【調査のわき道】

低温物流業界の歩みを俯瞰する
株式会社 日本経済研究所　主任研究員   河野瀬 功

【未来人図鑑】

株式会社ブルボン
代表取締役社長　吉田 康 氏
未来に向けて何にでもトライする。

“地方の地方”で100年続く企業であるために
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そ
の
先
の
大
変
革
へ

【
ネ
ク
ス
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
最
前
線
】

［
季

刊
Ｄ

Ｂ
Ｊ

　
3

8
号

］　
2

0
1

8
年

2月
発

行
企

画
／

発
行

所
：

株
式

会
社

日
本

政
策

投
資

銀
行

　
〒

1
0

0
-8

1
7

8
 東

京
都

千
代

田
区

大
手

町
1

-9
-6

　
T

E
L：

0
3

-3
2

7
0

-3
2

1
1

　
http://w

w
w

.dbj.jp/

DBJは平成29年11月16日、「第6回DBJ女性新ビジ

ネスプランコンペティション」のファイナリストおよび受賞

者を発表し、表彰式を行いました。270件のご応募の中

から「DBJ女性起業大賞」「DBJ女性起業優秀賞」

「DBJ女性起業ソーシャルデザイン賞」「DBJ女性起業

事業奨励賞」を決定しました。今後、事業奨励金の支給

や事業計画実現に向けたサポートを実施していきます。

古賀 碧 （こが あおい）／熊本県　ciamo 代表

球磨焼酎粕で培養可能な光合成細菌を活用したビジネス
〜焼酎粕を宝に！作物の付加価値を高めるだけでなく、環境問題解決に貢献〜 

中村 朱美 （なかむら あけみ）／京都府　（株）minitts 代表取締役

働き方をRE DESIGN. 〜飲食店の常識を覆す〜
18時退社・残業無し・有給休暇完全消化の飲食店

呉屋 由希乃 （ごや ゆきの）／沖縄県　ジーエルイー合同会社 代表

「サンゴに優しい日焼け止め」で「環境意識のタネ」を植える
〜サステイナブルなリゾートコスメ〜

楠 佳英 （くすのき かえ）／神奈川県　（株）ビヨンドザリーフ 代表取締役

おばあちゃんもお母さんも、無理なく楽しく「好き」を仕事に
〜世界でたった一つのバッグを作る、編み物ブランド「ビヨンドザリーフ」〜

土屋 清美 （つちや きよみ）／東京都　STOCK POINT（株） 代表取締役

いつのまにか、株主。「口座開設・資金不要、年齢不問」で誰もが簡単に参加でき
る投資の仕組みを提供して、金融とマーケティングに革新を

髙尾 一美 （たかお かずみ）／大阪府　（株）オプティマス 代表取締役

産官学連携開発の特許技術、次世代光触媒塗料『オプティマス』
〜メイドインジャパンの技術で世界中の外壁も中の空気もみんなキレイに！〜

DBJ女性新ビジネスプラン
コンペティションの
受賞者が決まりました。

川島 史子（かわしま ふみこ）／東京都

（株）クラウドクリニック　代表取締役

クラウド技術を活用した、在宅医療 支援サービス
「クラウドクリニック」事業で、在宅医療の負担
軽減と潜在医療職女性の有効活用

坂下 理紗（さかした りさ）
東京都

ナノティス（株）
代表取締役CEO、Founder

小さなチップとスマートフォンで、
誰でも手軽に使えるインフルエン
ザ即時診断デバイスの創成。感染
症全般に応用し、パンデミックを
抑制する

山内 満子（やまうち みちこ）
愛媛県

スリーラインズ（株）
代表取締役

養殖王国愛媛から発信する、将来
の子供たちへつなぐ新たな水産イ
ノベーション！

仲本 千津（なかもと ちづ）
静岡県

（株）RICCI EVERYDAY
代表取締役

社会的に疎外された人々を雇用
し、経済的・社会的自立をサポー
トしながら、高品質なメイド・イ
ン・ウガンダのバッグなどを世界
に発信

DBJ 女性起業
ソーシャルデザイン賞

DBJ 女性起業
事業奨励賞DBJ 女性起業優秀賞

DBJ 女性起業大賞



（株）日本政策投資銀行
国土交通省

（株）東京流通センター
東京団地倉庫（株）
東京団地冷蔵（株）
日本自動車ターミナル（株）
グッドマンジャパン（株）
大和ハウス工業（株）

（株）プロロジス
ラクスル（株）　　
日本パレットレンタル（株）
Marsh USA Inc.

（株）ブルボン
（株）ワークス・ジャパン
河内正和

（株）グレビス
飯島隆
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P20 未来人図鑑

株式会社ブルボン
代表取締役社長 吉田 康 氏
未来に向けて何にでもトライする。“地方の地方”で100年続く企業であるために

P16 Scenes of Solution

航空機ファイナンスの新たな1ページを拓く
—世界初の保険を組み込んだスキームを活用

P23 調査のわき道

低温物流業界の歩みを俯瞰する
株式会社 日本経済研究所 主任研究員 河野瀬 功 

季刊ＤＢＪはＤＢＪのホームページからも
ダウンロードできます。
http://www.dbj.jp/

※本誌に掲載している数値および年月日については取材時のものです。

　経済や産業、人々の生活を支える基幹インフラである物流。その物流の世界で今、大きな変化が進行している。単に

「モノを運ぶ」だけではなく、「市場の動向に沿って、市場が必要とするものを、必要なだけ、必要な場所に、必要な時

に、しかもローコストで供給していく」というロジスティクスの概念が普及し、サプライチェーン全体の効率化への動きが

活発化しているのだ。背景にあるのは、インターネット通販市場の拡大や物流アウトソースの進展などの市場の変化、

IoTやAI、ビッグデータなどの新技術の活用だ。そして、その変化は今や産業や企業活動も、物流・ロジスティクス戦略

を抜きに語れないと言われるほどのインパクトを持ち始めている。今号ではそうした物流・ロジスティクスの進化につい

て多面的に検証する。

物流、ロジスティクス
−その先の大変革へ

P03 ネクスト・ジャパン最前線

物流、ロジスティクス
—その先の大変革へ
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な
い
か
ら
だ
。も
う
１
つ
は
公
共
事
業
改
革
。公
共
投
資

の
無
駄
を
省
き
、我
が
国
産
業
・
物
流
の
高
度
化
に
ふ
さ

わ
し
い
イ
ン
フ
ラ
を
中
心
に
重
点
的
に
投
資
す
る
、い
わ

ゆ
る「
公
共
事
業
の
戦
略
的
見
直
し
」を
行
っ
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、非
常
に
高
品
質
で
低
コ
ス
ト
な
物
流
を

実
現
し
た
。
そ
れ
は
各
種
の
デ
ー
タ
を
見
て
も
明
ら

か
で
、た
と
え
ば
、売
上
高
に
占
め
る
物
流
コ
ス
ト
比
率

（
全
業
種
平
均
）は
、直
近
で
５
％
弱
だ
が
、大
綱
が
ス

タ
ー
ト
し
た
１
９
９
７
年
は
６
％
超
だ
っ
た
。日
本
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
規
模
か
ら
考
え
る
と
、こ
こ
で
１
％
を
動
か
す
と

い
う
の
は
す
ご
い
こ
と
だ
。

　

一
方
で
近
年
、ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
景
気
が
良
く
な
り
、

有
効
求
人
倍
率
が
上
昇
し
、物
流
の
現
場
で
も
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
を
始
め
と
し
た
深
刻
な
人
手
不
足
が
起
き

て
い
る
。２
０
１
４
年
３
月
に
は
消
費
税
増
税
前
の
駆
け

込
み
需
要
で
宅
配
便
の
遅
延
が
発
生
し
、「
物
流
危
機
」

と
呼
ば
れ
る
状
況
が
生
ま
れ
た
が
、こ
の
１
〜
２
年
は
そ

の
傾
向
が
一
段
と
強
く
な
り
、昨
年
は
宅
配
最
大
手
の

ヤ
マ
ト
運
輸
が
荷
物
の
総
量
を
規
制
す
る
と
い
う
、い
わ

ゆ
る〝
ヤ
マ
ト
シ
ョッ
ク
〟が
起
き
た
。こ
の
状
況
は
Ｂ 

ｔｏ 

Ｂ
の
物
流
に
つ
い
て
も
同
じ
で
、生
産
年
齢
人
口
の
減
少

が
予
測
さ
れ
る
こ
の
先
も
好
転
す
る
見
通
し
は
な
い
。つ

ま
り
、労
働
市
場
の
構
造
が
変
わ
っ
た
の
だ
。

　

そ
う
い
う
中
で
は
、今
ま
で
の
大
綱
で
示
し
た
よ
う
な
高

品
質
・
低
コ
ス
ト
化
路
線
を
単
純
に
延
長
す
る
の
で
は
な

く
、足
元
の
危
機
感
を
踏
ま
え
た
方
向
性
を
示
す
と
い
う

の
が
、新
し
い
大
綱
の
キ
ー・コ
ン
セ
プ
ト
に
な
っ
て
い
る
。そ

こ
で
、今
回
の
大
綱
は
３
つ
の
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

１
つ
目
は
、深
刻
な
人
手
不
足
、あ
る
い
は
一
種
の
労

働
力
デ
フ
レ
で
あ
る
過
剰
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
現
場
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
む
こ
と
。２
つ

目
は
、た
し
か
に
在
庫
や
人
件
費
を
削
れ
ば
コ
ス
ト
は
安

く
は
な
る
が
、そ
こ
に
は
付
加
価
値
を
生
み
出
す
と
い
う

発
想
が
な
い
。だ
か
ら
、単
な
る
コ
ス
ト
削
減
で
は
な
く

て
、付
加
価
値
を
向
上
さ
せ
、そ
れ
を
適
正
配
分
す
る

構
造
へ
の
転
換
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。踏
み
込
ん
で
言
う

と「
商
習
慣
の
改
善
」だ
。３
つ
目
は
、一
企
業
内
で
の
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
最
適
化
だ
け
で
な
く
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
全
体
で
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
最
適
化
が
必
要
不
可
欠

と
し
た
こ
と
だ
。

　

こ
う
し
た
３
つ
の
方
針
の
下
で
新
た
な
大
綱
が
目
指

す
の
は「
強
い
物
流
」の
構
築
、す
な
わ
ち「
物
流
の
生
産

性
の
大
幅
な
向
上
を
図
る
」と
い
う
こ
と
だ
。実
は
今
、

物
流
業
の
労
働
生
産
性
は
付
加
価
値
額
ベ
ー
ス
で
全

産
業
平
均
よ
り
か
な
り
低
い
。で
は
、日
本
の
物
流
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
各
主
要
国
に
比
べ
て
劣
る
の
か
と
い
う

と
、そ
ん
な
こ
と
は
な
く
、世
界
銀
行
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は

12
位（
注
１
）に
入
っ
て
い
る
。つ
ま
り
、こ
れ
は「
お
も
て

な
し
」を
タ
ダ
で
や
っ
て
い
る
の
と
同
じ
。だ
が
、お
も
て

な
し
は
決
し
て
タ
ダ
で
は
な
い
。

　

先
に
挙
げ
た
過
剰
サ
ー
ビ
ス
や
労
働
力
デ
フ
レ
と
い

う
、非
常
に
い
い
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
て
も
、頂
く
べ
き
も

の
を
頂
か
な
い
と
い
う
の
は
、持
続
的
で
も
安
定
的
で
も

な
い
。や
が
て
、人
手
不
足
が
深
刻
に
な
れ
ば
破
綻
し
て

い
く
だ
け
と
い
う
こ
と
だ
。そ
う
い
う
意
味
で
、今
回
の

大
綱
で
は「
繋
が
る
」「
見
え
る
」「
支
え
る
」な
ど
の
６
つ

の
視
点
か
ら
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
を
推
進

し
、「
強
い
物
流
」を
構
築
し
て
い
く
と
い
う
道
筋
を
立

て
た
わ
け
だ（
図
表
）。

—

今
回
の「
総
合
物
流
施
策
大
綱
」の
策
定
の

背
景
、狙
い
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

重
田　

我
が
国
の
物
流
の
グ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
は
、

１
９
９
７
年
に「
総
合
物
流
施
策
大
綱
」と
し
て
ま
と
め

ら
れ
て
以
来
、５
回
に
わ
た
っ
て
改
定
さ
れ
て
き
た
。そ
の

コ
ン
セ
プ
ト
は
一
貫
し
て
お
り
、日
本
の
産
業
の
国
際
競

争
力
強
化
に
向
け
て
高
品
質
か
つ
低
コ
ス
ト
の
物
流
を

実
現
す
る
こ
と
、そ
の
た
め
に
施
策
を
総
動
員
す
る
と
い

う
こ
と
だ
。そ
こ
で
、こ
の
20
年
取
り
組
ん
で
き
た
の
が
２

つ
の
構
造
改
革
だ
。

　

１
つ
は
事
業
規
制
の
改
革
。護
送
船
団
的
な
法
規
制

を
改
革
し
て
競
争
を
促
し
、企
業
が
自
ら
リ
ス
ク
を
取
っ

て
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
展
開
で
き
る
よ
う
に
し

た
。適
正
な
競
争
や
創
意
工
夫
が
な
け
れ
ば
、宅
配
便
の

よ
う
な
高
品
質
・
低
コ
ス
ト
な
物
流
サ
ー
ビ
ス
は
生
ま
れ

5. 新技術（IoT、BD、
AI等）の活用による

“物流革命”
＋

物流分野での新技術を
活用した新規産業の創出

　
1）IoT、BD、AI等の活用

によるサプライチェーン
全体最適化の促進等

2）隊列走行及び自動運転
による運送の効率化

3）ドローンの活用
4）物流施設の自動化・機械化
5）船舶のIoT化・自動運航船

革命的に変化する

1. サプライチェーン全体の効率化・価値
創造に資するとともにそれ自体が高
い付加価値を生み出す物流への変革
～ 競争から共創へ ～

　1）連携・協働による物流の効率化
2）連携・協働を円滑化するための環境整備
3）アジアを中心としたサプライチェーンの

シームレス化・高付加価値化

3. ストック効果発現等のインフラの機能
強化による効果的な物流の実現
～ ハードインフラ・ソフトインフラ一体と
なった社会インフラとしての機能向上 ～

　
1）モーダルコネクトの強化等による輸送効率向上
2）道路・海上・航空・鉄道の機能強化
3）物流施設の機能強化
4）物流を考慮した地域づくり

繋がる

民間＋各省庁等の連携による施策の推進

6. 人材の確保・育成
＋

物流への理解を
深めるための

国民への啓発活動等
　
1）物流現場の多様な

人材の確保や高度化
する物流システムの
マネジメントを行う人材
の育成等

2）物流に対する理解
を深めるための
啓発活動

育てる支える

2. 物流の透明化・効率化とそれを通じた
働き方改革の実現

　1）サービスと対価との関係の明確化
2）透明性を高めるための環境整備を進める
3）付加価値を生む業務への集中・誰もが

活躍できる物流への転換

4. 災害等のリスク・地域環境問題に対応
するサステイナブルな物流の構築

　1）災害等のリスクに備える
2）地球環境問題に備える

見える 備える

（図表）物流の生産性向上に向けた6つの視点

高
品
質
か
つ
低
コ
ス
ト
な

物
流
の
そ
の
先
を
目
指
し
て

「
強
い
物
流
」
を
構
築
し
、

物
流
の
生
産
性
向
上
へ

I N T E R V I E W

国土交通省 
大臣官房物流審議官 

重田 雅史氏

進化する
物流の動向と

国の政策
「総合物流施策大綱（2017年度〜2020年度）」を軸に

　物流を取り巻く環境が大きく変わり、物流危機や物流改

革が叫ばれている。そうした中、政府は昨年7月、新たな「総

合物流施策大綱（2017年度〜2020年度）」を策定した。そ

の狙いは、社会状況の変化や新たな課題に対応できる「強

い物流」の構築だ。進化する物流の現状と今後の展開を理

解するために、新しい大綱策定の背景や狙いを中心に、物

流改革の中で進む大規模物流施設の開発動向、「強い物

流」の構築のために不可欠な新技術について、国土交通

省大臣官房物流審議官の重田雅史氏に聞いた。

基 本 解 説

Basic  exp l ana t i on

１９５９年広島県生まれ。１９８３年東京大学

法学部卒業、同年運輸省入省。２００８年海

事局内航課長、２０１１年大臣官房会計課

長などを経て、２０１４年航空局次長、２０１６

年より現職。

MASASH I  OMODA
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ス
ポ
ー
ク（
注
３
）の
構
造
で
あ
り
、幹
線
輸
送
、大
規
模

拠
点
に
お
け
る
集
荷
・
集
約
・
仕
分
け
・
梱
包
、そ
し
て
配

達
と
い
う
３
つ
の
側
面
で
物
流
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
考

え
る
と
、ま
ず
、幹
線
輸
送
に
お
け
る
新
技
術
に
注
目

し
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、東
京・大
阪
間
等
の
幹
線
輸
送
を
考
え
た

場
合
、国
と
し
て
は
鉄
道
や
船
の
よ
う
な
生
産
性
が
高
い

輸
送
モ
ー
ド
に
移
し
、ト
ラ
ッ
ク
が
過
剰
に
抱
え
る
負
担
を

減
ら
し
た
い
。た
だ
、問
題
は
リ
ー
ド
タ
イ
ム
で
、鉄
道
の
場

合
は
約
３
日
、船
の
場
合
は
３
日
以
上
必
要
と
な
る
。

　

一
方
、宅
配
便
な
ど
の
翌
日
配
達
を
は
じ
め
、リ
ー
ド

タ
イ
ム
が
１
日
し
か
な
い
場
合
は
ト
ラ
ッ
ク
で
な
け
れ
ば

間
に
合
わ
な
い
。問
題
は
大
型
の
10
ト
ン
車
を
運
転
す
る

ド
ラ
イ
バ
ー
が
高
齢
化
し
て
い
る
こ
と
だ
。若
い
人
は
大

型
免
許
を
持
っ
て
い
て
も
、幹
線
輸
送
で
は
な
く
配
達
・

集
荷
の
ほ
う
を
や
り
た
が
る
。理
由
は
、幹
線
輸
送
の
場

合
、勤
務
形
態
が
最
低
で
も
１
泊
２
日
で
、連
泊
も
多
い

か
ら
。こ
れ
が
今
の
若
い
人
の
労
働
観
に
合
わ
な
い
。給

料
も
幹
線
輸
送
の
方
が
い
い
が
、「
お
金
じ
ゃ
な
い
。家
族

と
一
緒
に
い
た
い
」と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、幹
線
輸
送
の
抱
え
る
問
題
を
技
術
的
に
乗

り
切
る
た
め
に
今
、全
長
25
ｍ
の
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
の

実
証
実
験
を
進
め
て
い
る
。21
ｍ
の
連
結
ト
ラ
ッ
ク
は
既

に
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、25
ｍ
に
な
れ
ば
ち
ょ
う
ど
10
ト

ン
車
２
台
分
に
な
り
、２
人
必
要
で
あ
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー

が
１
人
で
済
む
こ
と
に
な
る
。こ
れ
は
非
常
に
イ
ノ
ベ
ー

テ
ィ
ブ
な
輸
送
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働

生
産
性
も
向
上
す
る
。

　

さ
ら
に
、こ
の
発
想
を
進
め
た
の
が
ト
ラ
ッ
ク
の
隊
列
走

行
だ
。連
結
台
数
を
２
台
で
は
な
く
、３
台
、４
台
、５
台
に

し
て
、し
か
も
、物
理
的
に
留
め
具
で
つ
な
ぐ
の
で
は
な
く

電
子
的
に
つ
な
ぐ
。車
間
距
離
10ｍ
ず
つ
を
セ
ン
サ
ー
で
維

持
し
な
が
ら
、先
頭
車
両
に
は
人
が
乗
っ
て
い
る
が
、２
台

目
か
ら
５
台
目
は
無
人
で
、１
台
目
を
追
い
続
け
る
。こ
の

隊
列
走
行
も
、２
０
２
０
年
度
ま
で
に
高
速
道
路（
新
東

名
）で
の
後
続
無
人
隊
列
走
行
の
実
現
、２
０
２
２
年
度
以

降
の
事
業
化
に
向
け
て
、実
証
実
験
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
配
達
部
分
で
は
、ヤ
マ
ト
運
輸
とD

eN
A

が
組
ん

で
、自
動
運
転
車
を
使
っ
た
宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
目

指
す「
ロ
ボ
ネ
コ
ヤ
マ
ト
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
証
実
験
を
、

神
奈
川
県
藤
沢
市
で
行
っ
て
い
る
。こ
れ
は
、ボ
ッ
ク
ス

カ
ー
に
宅
配
ロ
ッ
カ
ー
が
搭
載
さ
れ
て
い
て
、顧
客
が
ス
マ

ホ
で
受
取
場
所
と
時
間
を
指
定
す
る
と
ロ
ボ
ネ
コ
ヤ
マ

ト
が
や
っ
て
く
る
、い
わ
ゆ
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
だ
。

セ
ー
ル
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
無
し
の
ラ
ス
ト
マ
イ
ル（
注
４
）を

実
現
す
る
う
え
で
非
常
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、集
荷
・
配
達
で
は
ド
ロ
ー
ン
が
あ
る
。

２
０
１
８
年
頃
に
人
口
密
度
が
非
常
に
低
い
離
島
や
山

間
部
等
で
の
、ま
た
、２
０
２
０
年
代
以
降
に
都
市
を
含

む
地
域
で
の
利
用
を
実
現
さ
せ
た
い
と
期
待
が
高
ま
っ
て

い
る
。た
だ
、都
市
部
で
使
う
と
な
る
と
、輸
送
事
業
と

し
て
成
り
立
つ・
成
り
立
た
な
い
と
い
う
以
前
に
、ド
ロ
ー

ン
を
低
高
度
の
空
域
で
安
全
に
飛
ば
す
、あ
る
い
は
管
理

す
る
技
術
基
準
の
よ
う
な
も
の
が
な
い
と
、ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
は
使
用
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。技
術
進

化
の
ス
ピ
ー
ド
は
想
像
以
上
に
速
く
、課
題
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
に
期
待
し
て
い
る
。

—

Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ（
注
５
）に
つ
い
て
は
、今
回
の
大

綱
の
中
で
も
か
な
り
分
量
を
割
い
て
言
及
さ
れ

て
い
ま
し
た
。国
と
し
て
の
期
待
も
大
き
い
と
考

え
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

重
田　

経
済
産
業
省
が
昨
年
４
月
、コ
ン
ビ
ニ
大
手
５
社

と
共
同
で
、２
０
２
５
年
ま
で
に
全
取
扱
商
品（
推
計
年

１
０
０
０
億
個
）に
電
子
タ
グ
を
貼
り
付
け
、個
品
管
理

す
る「
コ
ン
ビ
ニ
電
子
タ
グ
１
０
０
０
億
枚
宣
言
」を
行
っ

た
。た
だ
、そ
の
実
現
に
向
け
て
は
、「
普
及
型
」の
電
子

タ
グ
の
単
価
が
１
円
以
下
に
な
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て

い
る
よ
う
に
、最
大
の
ネ
ッ
ク
は
コ
ス
ト
だ
。加
え
て
、液

体
や
金
属
に
つ
い
て
は
読
み
取
り
が
難
し
い
と
か
、そ
の

分
、出
力
を
強
め
よ
う
と
す
る
と
電
波
法
の
規
制
が
厳

し
い
な
ど
の
課
題
も
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、小
売
店
の
業
態
改
革
に
は
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
が
有

効
だ
。カ
ゴ
ご
と
通
れ
ば
支
払
い
が
済
み
、レ
ジ
要
員
が

不
要
に
な
る
か
ら
。ま
た
、物
流
に
お
い
て
は
、メ
ー
カ
ー

か
ら
卸
、卸
か
ら
小
売
り
、小
売
り
か
ら
最
終
消
費
者

へ
と
つ
な
が
る
そ
の
節
々
で
検
品
・
検
数
・
検
量
が
行
わ
れ

る
。こ
れ
は
物
流
業
者
が
在
庫
管
理
し
て
い
る
た
め
で
、

す
べ
て
入
出
庫
の
時
点
で
ト
レ
ー
ス
し
て
お
か
な
い
と
貨

物
の
追
跡
が
で
き
な
い
。そ
し
て
、そ
こ
に
携
わ
っ
て
い
る

人
は
、物
流
の
現
場
要
員
の
中
で
非
常
に
多
い
。

　

も
し
、Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
の
活
用
で
検
品
・
検
数
・
検
量
が
一
切

不
要
と
な
れ
ば
、正
確
な
在
庫
管
理
と
貨
物
追
跡
が

０
人
で
で
き
る
こ
と
に
な
り
、ま
さ
に
物
流
革
命
と
言

え
る
。人
手
不
足
が
続
く
と
考
え
ら
れ
る
中
、レ
ジ
要

員
ゼ
ロ
、検
品
要
員
ゼ
ロ
は
、商
流
・
物
流
ど
ち
ら
に
と
っ

て
も
、い
ず
れ
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ

は
、商
流
・
物
流
の
大
革
命
を
起
こ
し
得
る
標
準
化
技

術
だ
と
思
う
の
で
期
待
し
て
い
る
。

（
注
１
）The W

orld B
ank

「Logistics P
erform

ance Index 2016

」

（
注
２
）マ
テ
ハ
ン
機
器
：M

aterial H
andling

。運
搬
や
荷
役
作
業
を
助
け
る
機
器
。

（
注
３
）ハ
ブ・ア
ン
ド
・ス
ポ
ー
ク
：
大
規
模
拠
点（
ハ
ブ
）に
荷
物
を
集
中
さ
せ
、そ
こ

か
ら
各
拠
点（
ス
ポ
ー
ク
）に
分
散
さ
せ
る
輸
送
方
式
の
こ
と
。

（
注
４
）ラ
ス
ト
マ
イ
ル
：
配
送
セ
ン
タ
ー
か
ら
顧
客
受
け
渡
し
ま
で
の
道
の
り
。

（
注
５
）Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
：R

adio F
requency Identification

の
略
。電
波
を
使
っ
て

非
接
触
で
電
子
タ
グ
の
デ
ー
タ
を
読
み
書
き
す
る
自
動
認
識
技
術
。

—
物
流
改
革
が
進
む
中
、近
年
、高
機
能
な
大

規
模
物
流
施
設
が
増
加
す
る
と
同
時
に
物
流
適

地
の
拡
大
も
進
ん
で
い
ま
す
。こ
う
し
た
動
き
の

背
景
を
、ど
う
見
て
い
ま
す
か
。

重
田　

も
と
も
と
、物
流
拠
点
の
配
置
は
港
を
中
心
に
、

そ
の
周
辺
に
流
通
網
を
確
保
す
る
と
い
う
形
で
考
え
ら

れ
て
き
た
。東
京
で
あ
れ
ば
環
状
七
号
線（
以
下
、「
環

七
」）の
外
に
流
通
業
務
団
地
を
作
り
、環
七
よ
り
外
側

は
大
型
車
が
、内
側
は
配
送
車
が
配
送
を
受
け
持
ち
、港

と
の
連
携
は
環
七
を
使
う
と
い
っ
た
具
合
に
。そ
う
し
た

考
え
で
、ま
ず
最
初
に
整
備
さ
れ
た
の
が
平
和
島
４
社
の

施
設
だ
が
、近
く
そ
れ
ら
が
皆
、築
50
年
を
迎
え
る
。50

年
経
つ
と
日
本
の
産
業
構
造
や
物
流
の
中
身
も
大
き
く

変
わ
っ
て
い
る
の
で
、当
然
、物
流
施
設
も
影
響
を
受
け

る
。そ
う
す
る
と
、昔
の
設
計
思
想
で
作
ら
れ
た
施
設
も

更
新
す
る
必
要
が
あ
る
が
、今
あ
る
場
所
で
そ
の
ま
ま
高

機
能
化
す
る
こ
と
は
物
理
的
に
難
し
い
と
言
え
る
。

　

そ
こ
で
、国
土
交
通
省
と
し
て
も
、首
都
圏
で
は
、３
つ

の
環
状
高
速
道
路（
首
都
高
速
中
央
環
状
線
、東
京
外

か
く
環
状
道
路
、首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道（
圏
央

道
））プ
ラ
ス
国
道
16
号
線
の
４
本
の
ル
ー
プ
を
使
っ
て
、

都
心
に
交
通
量
が
集
中
し
な
い
よ
う
に
取
り
組
み
、常

磐
道
等
の
放
射
線
と
４
本
の
ル
ー
プ
が
交
差
す
る
辺
り

に
、物
流
拠
点
が
分
散
し
て
再
配
置
さ
れ
る
よ
う
進
め

て
き
た
。ま
た
、物
流
施
設
の
老
朽
化
と
と
も
に
物
流
が

機
能
不
全
に
な
る
こ
と
は
避
け
た
い
と
考
え
て
お
り
、物

流
総
合
効
率
化
法
の
枠
組
み
や
税
制
支
援
措
置
等
を

活
用
し
、高
機
能
な
物
流
施
設
を
郊
外
へ
も
誘
導
す
る

よ
う
な
後
押
し
も
進
め
て
き
て
い
る
。

　

再
配
置
と
同
時
に
進
ん
で
い
る
の
が
大
型
化
だ
。大

型
化
と
は
言
っ
て
も
、単
純
に
広
け
れ
ば
い
い
わ
け
で
は

な
い
。今
、湾
岸
地
区
と
か
環
七
周
辺
に
あ
る
施
設
で
は

満
た
さ
れ
な
い
物
流
ニ
ー
ズ
が
生
じ
て
い
る
か
ら
、さ
ら

に
大
き
な
も
の
を
建
設
し
て
い
る
わ
け
で
、こ
れ
は
必
然

と
も
言
え
る
。

　

そ
の
要
因
は
３
つ
あ
る
。ま
ず
、需
要
サ
イ
ド
で
言
う

と
、通
販
や
食
品
流
通
が
大
き
な
牽
引
役
に
な
っ
て
い
る

が
、通
販
は
最
終
消
費
者
に
本
３
冊
と
カ
ッ
プ
麺
２
個
と

い
っ
た
小
型
の
荷
物
を
完
璧
な
荷
姿
で
届
け
な
く
て
は

い
け
な
い
。す
る
と
、流
通
加
工
、梱
包
・
包
装
だ
け
で
は

な
く
、ピ
ッ
キ
ン
グ
、仕
分
け
、検
品
な
ど
物
流
セ
ン
タ
ー

の
全
機
能
を
１
か
所
に
持
つ
こ
と
、す
な
わ
ち
多
機
能
化

が
大
前
提
に
な
っ
て
く
る
。そ
う
す
る
と
、作
業
ス
ペ
ー
ス

も
４
〜
５
千
㎡
で
は
足
り
ず
、１
万
坪
以
上
が
必
要
と
い

う
話
に
な
り
や
す
い
。

　

配
送
機
能
も
重
要
だ
。通
販
は
基
本
的
に
３
６
５
日
、

24
時
間
稼
働
さ
せ
、大
型
幹
線
車
と
小
型
集
配
車
と
も

出
入
り
が
も
の
す
ご
く
頻
繁
に
あ
る
た
め
、敷
地
が
広
い

施
設
で
な
い
と
使
い
物
に
な
ら
な
い
し
、高
層
で
あ
れ
ば

ラ
ン
プ
ウ
ェ
イ
が
あ
る
タ
イ
プ
の
施
設
が
求
め
ら
れ
る
。食

品
流
通
も
同
じ
で
、特
に
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
で
都
内
全

店
の
ス
ー
パ
ー
で
売
る
弁
当
を
作
っ
た
り
す
る
か
ら
、や
は

り
相
当
の
広
さ
、機
能
が
必
要
と
な
る
。こ
う
し
た
、多

機
能
で
配
送
頻
度
が
高
く
、大
型
車
も
出
入
り
で
き
る

施
設
と
な
る
と
、必
然
的
に
大
型
化
す
る
わ
け
だ
。

　

次
に
供
給
サ
イ
ド
、つ
ま
り
、施
設
を
使
う
物
流
事
業

者
の
立
場
か
ら
言
う
と
、施
設
内
の
作
業
に
大
量
の
人

手
が
必
要
に
な
る
。し
か
し
、都
心
な
ら
ま
だ
し
も
郊
外

に
な
る
と
、人
手
の
確
保
は
難
し
く
な
る
。対
策
と
し
て

大
型
マ
テ
ハ
ン
機
器（
注
２
）や
ロ
ボ
ッ
ト
を
入
れ
る
こ
と

に
な
る
が
、そ
れ
に
は
体
育
館
み
た
い
に
広
い
ス
ペ
ー
ス
が

必
要
に
な
る
の
で
、そ
れ
も
ま
た
大
型
化
を
促
す
要
因

に
な
っ
て
い
る
。ま
た
、施
設
で
働
く
パ
ー
ト
従
業
員
な
ど

が
望
む
の
は
託
児
所
や
コ
ン
ビ
ニ
、カ
フ
ェ
テ
リ
ア
な
ど
で
、

今
の
大
型
物
流
施
設
は
、働
く
人
に
対
す
る
ア
メ
ニ
テ
ィ

が
フ
ル
ス
ペ
ッ
ク
で
な
い
と
人
手
は
確
保
で
き
な
い
。だ
か

ら
、ど
う
し
て
も
大
型
化
す
る
。

　

さ
ら
に
、土
地
供
給
サ
イ
ド
だ
。国
土
交
通
省
が
３

環
状
＋
１
ル
ー
プ
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
て
、そ
れ
が

リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短
縮
に
よ
り
物
流
施
設
の
立
地
可
能

性
を
広
げ
て
い
る
の
は
事
実
だ
が
、そ
れ
だ
け
で
は
物
流

施
設
は
建
た
な
い
。実
は
今
、物
流
施
設
が
建
て
ら
れ
て

い
る
の
は
工
場
跡
地
が
多
い
。多
く
の
企
業
が
海
外
に
移

転
し
た
た
め
、埼
玉
、神
奈
川
、千
葉
、茨
城
な
ど
で
、工

場
跡
地
が
次
々
と
出
て
く
る
。ま
た
、農
業
の
後
継
者
不

足
で
、昔
だ
っ
た
ら
絶
対
手
放
さ
な
か
っ
た
よ
う
な
広
さ

の
土
地
が
市
場
に
供
給
さ
れ
、郊
外
に
お
け
る
用
途
転

換
が
進
ん
で
い
る
と
言
え
る
。

　

こ
れ
ら
の
要
素
に
加
え
、緩
和
的
な
金
融
環
境
も
相

ま
っ
て
、大
型
の
物
流
拠
点
が
首
都
圏
、近
畿
圏
、中
京

圏
、さ
ら
に
は
広
島
、仙
台
、福
岡
、札
幌
辺
り
で
新
設
さ

れ
て
い
る
わ
け
だ
。

—

大
綱
が
掲
げ
る
強
い
物
流
、生
産
性
向
上
の

実
現
に
は
、Ｉ
ｏ
Ｔ
を
始
め
と
す
る
新
技
術
の
活
用

が
不
可
欠
で
す
。新
技
術
に
関
し
て
、特
に
注
目

す
べ
き
動
き
、国
と
し
て
の
実
証
実
験
へ
の
取
り

組
み
な
ど
の
様
子
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

重
田　

物
流
活
動
を
ラ
フ
に
俯
瞰
す
る
と
ハ
ブ・ア
ン
ド・

注
目
す
べ
き
新
技
術
と

実
証
実
験
・
事
業
の
動
向

Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
技
術
は

物
流
革
命
を
起
こ
し
得
る

増
加
す
る
大
規
模
物
流
施
設

拡
大
す
る
物
流
適
地
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近
年
の
物
流
施
設
の
更
新
や
開
発
に

は
、大
き
く
３
つ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　

第
１
は
規
模
の
大
型
化
だ
。貨
物
輸
送

量
の
減
少
に
合
わ
せ
て
倉
庫
着
工
面
積

も
長
期
的
に
は
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
が
、

近
年
再
び
回
復
し
て
い
る
。特
に
床
面
積

１
万
㎡
以
上
の
大
規
模
な
施
設
の
割
合

が
増
加
し
て
お
り
、新
規
に
着
工
す
る
倉

庫
の
大
規
模
化
が
進
ん
で
い
る
。背
景
に

あ
る
の
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
な
ど
Ｅ
コ

マ
ー
ス（
Ｅ
Ｃ
）事
業
や
３
Ｐ
Ｌ（
注
１
）事

業
の
成
長
だ
。Ｅ
Ｃ
事
業
が
必
要
と
す
る

物
流
施
設
の
床
面
積
は
小
売
業
の
約
３

倍
と
言
わ
れ
て
い
る
。マ
テ
ハ
ン（
注
２
）等

の
自
動
機
器
の
導
入
や
、品
物
の
ピ
ッ
キ
ン

グ（
仕
分
け
）を
人
の
手
で
行
う
た
め
に

広
い
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
と
な
る
た
め
だ
。

　

第
２
は
効
率
化
だ
。具
体
的
に
は
、物

流
の
３
Ｐ
Ｌ
化
や
物
流
拠
点
の
移
転
集

約
・
統
合
、人
手
不
足
に
対
処
す
る
た
め

の
自
動
化
・
省
人
化
な
ど
、効
率
的
な
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
取
り
組
み
が
強
ま
っ

て
い
る
。

　

第
３
は
物
流
適
地
の
拡
大
だ
。た
と
え

ば
、首
都
圏
の
場
合
、圏
央
道
等
の
交
通

ア
ク
セ
ス
の
整
備
に
伴
う
イ
ン
フ
ラ
改
善

に
よ
り
、大
型
用
地
が
比
較
的
供
給
さ
れ

や
す
い
神
奈
川
・
千
葉
内
陸
部
へ
と
物
流

適
地
が
拡
大
し
て
い
る
。ま
た
、関
西
圏
で

は
、近
年
、物
流
事
業
者
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
人
手
の
確
保
や
大
阪
中
心
部
へ
の
ア

ク
セ
ス
、西
日
本
全
域
へ
の
配
送
拠
点
や

国
際
航
空
貨
物
の
拠
点
と
し
て
の
利
便

性
の
高
さ
な
ど
か
ら
、こ
れ
ま
で
コ
ア
エ
リ

ア
と
さ
れ
て
き
た
大
阪
湾
岸
部
に
加
え
、

大
阪
内
陸
部
や
京
都
が
新
た
な
物
流
適

地
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

大
規
模
物
流
施
設
の
変
貌
ぶ
り
を
東

京
・
平
和
島
の「
南
部
流
通
業
務
団
地
」の

ケ
ー
ス
で
見
て
み
よ
う
。平
和
島
で
は
供

用
開
始
か
ら
50
年
近
く
が
経
過
し
て
、施

設
の
老
朽
化
や
耐
震
性
等
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、事
業
主
体
の
４
社
に
よ
っ
て
大
規

模
な
更
新
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

先
行
し
た
の
は
東
京
団
地
倉
庫（
株
）

だ
。１
９
９
５
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
を

契
機
に
高
ま
っ
た
築
古
施
設
の
更
新
機
運

を
受
け
て
、２
０
０
２
〜
06
年
に
か
け
て

３
施
設
の
建
替
え
を
実
施
し
た
。同
社
で

は
今
後
、平
和
島
以
外
の
流
通
業
務
団
地

（
葛
西
、足
立
、板
橋
）内
の
施
設
に
つ
い

て
順
次
、全
面
建
て
替
え（
葛
西
、足
立
）・

大
規
模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル（
板
橋
）を
計
画
し

て
い
る
。新
施
設
は
い
ず
れ
も
、通
過
型

貨
物（
注
３
）の
増
加
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
、環
境
対

応
等
、近
年
の
物
流
施
設
に
求
め
ら
れ
る

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、免
震
構
造
を
有

し
、ト
ラ
ッ
ク
の
乗
り
入
れ
が
ス
ム
ー
ズ
な

ラ
ン
プ
ウ
ェ
イ
方
式（
注
４
）の
先
進
的
大

規
模
施
設
と
な
る
予
定
だ
。

　

直
近
で
施
設
の
更
新
を
行
っ
た
の
は

（
株
）東
京
流
通
セ
ン
タ
ー
だ
。保
有
す

る
物
流
ビ
ル
４
棟（
Ａ
〜
Ｄ
棟
）の
内
、構

内
再
開
発
の
第
１
弾
と
し
て
２
０
１
５

年
８
月
か
ら
Ｂ
棟
の
建
て
替
え
を
進
め
、

２
０
１
７
年
６
月
30
日
に
竣
工
し
た
。そ

の
規
模
は
免
震
構
造
の
６
階
建
て
、延
床

面
積
17
万
１
３
０
０
㎡
。ダ
ブ
ル
ラ
ン
プ

ウ
ェ
イ
を
設
置
し
、各
階
へ
の
直
接
ア
ク
セ

ス
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
世
代
・
都
市
型
物
流
施
設
と
し
て
の

特
徴
も
多
い
。た
と
え
ば
歩
車
分
離
構

造
だ
。総
計
３
㎞
に
お
よ
ぶ
歩
行
者
専
用

の
外
廊
下（
歩
廊
）を
設
置
す
る
こ
と
で
、

全
区
画
へ
の
歩
行
者
と
車
両
の
ア
ク
セ
ス

を
完
全
に
分
離
し
、物
流
施
設
で
は
画
期

的
な
歩
行
者
の
安
全
性
の
確
保
と
物
流

業
務
の
効
率
性
を
両
立
さ
せ
た
。あ
る
い

は
免
震
構
造
の
採
用
だ
。万
が
一
の
震
災

時
に
も
、荷
物
の
転
倒
や
震
災
後
の
建
物

補
修
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
で
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
な
い
等
、施
設

内
で
働
く
人
た
ち
へ
の
安
全
・
安
心
を
提

供
す
る
こ
と
で
、テ
ナ
ン
ト
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策

に
貢
献
す
る
。

　

２
０
１
８
年
２
月
の
竣
工
を
目
指
し

て
、冷
蔵
倉
庫
の
全
面
建
替
え
を
進
め
て

い
る
の
が
東
京
団
地
冷
蔵
（
株
）だ
。首

都
圏
の
冷
蔵
倉
庫
需
要
が
高
ま
る
中
、

当
初
施
設
の
整
備
以
来
40
年
超
が
経
過

し
た
こ
と
に
よ
る
老
朽
化
や
フ
ロ
ン
冷
媒

規
制（
注
５
）等
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、２
０
０
７
年
に
再
整
備
事
業

の
検
討
を
開
始
、２
０
１
２
年
に
計
画
を

公
表
し
た
。新
施
設
２
棟
の
保
管
能
力
は

17
万
８
０
０
０
ト
ン
。そ
の
う
ち
Ａ
棟
が

13
万
ト
ン
で
、こ
れ
は
一
棟
の
冷
蔵
倉
庫

と
し
て
は
ア
ジ
ア
圏
で
も
最
大
規
模
だ
。

　

国
内
最
大
の
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
事
業

者
で
あ
る
日
本
自
動
車
タ
ー
ミ
ナ
ル（
株
）

が
建
設
す
る
の
は
、２
０
１
８
年
７
月
竣

Case StudyHard
Infrastructure

大規模
物流施設の
今

物
流
施
設
更
新
・
開
発
に

見
ら
れ
る
３
つ
の
傾
向

　

物
流
を
取
り
巻
く
環
境
が
急
激
に
変
化
す
る
中
で
、物
流
ビ
ジ
ネ
ス

を
ハ
ー
ド
面
か
ら
支
え
る
物
流
施
設
も
、そ
の
様
相
を
大
き
く
変
え
つ
つ

あ
る
。老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
や
最
新
鋭
の
機
能
を
備
え
た
大
規
模

物
流
施
設
の
開
発
が
相
次
い
で
い
る
の
だ
。

平
和
島
４
社
に
よ
る

大
規
模
更
新
へ
の
取
り
組
み

東京団地倉庫

東京流通センター

東京団地冷蔵

日本自動車ターミナル

東京・平和島「南部流通業務団地」
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工
予
定
の
高
機
能
型
物
流
施
設「
ダ
イ
ナ

ベ
ー
ス
」だ
。同
社
で
は
今
、「
東
京
23
区

内
に
自
社
が
保
有
・
管
理
す
る
４
つ
の
ト

ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
で『
大
都
市
物
流
戦

略
』を
実
現
す
る
」と
い
う「
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
」と
い
う
独
自
の
コ

ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
て
、新
し
い
時
代
の
ト

ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
実
現
に
取
り
組
ん
で

い
る
。そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
具
現
化
す
る
の

が「
ダ
イ
ナ
ベ
ー
ス
」な
の
だ
。

　

そ
の
規
模
は
地
上
５
階
建
て
、延
床
面

積
は
約
９
万
７
０
０
０
㎡
で
、同
社
の
単

独
施
設
と
し
て
は
最
大
。ま
た
、同
社
の

施
設
と
し
て
初
の
ダ
ブ
ル
ラ
ン
プ
ウ
ェ
イ

方
式
を
採
用
し
、利
便
性
の
高
い
ワ
ン
フ

ロ
ア
完
結
型
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現

す
る
。さ
ら
に
、ラ
ン
プ
ウ
ェ
イ
部
分
を
含

め
た
施
設
全
体
が
免
震
構
造
と
な
っ
て
い

る
ほ
か
、仮
に
発
災
時
に
停
電
し
た
場
合

で
も
、72
時
間
の
通
常
営
業
を
可
能
に
す

る
大
型
非
常
用
自
家
発
電
設
備
が
導
入

さ
れ
て
い
る
た
め
、災
害
対
応
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
面
で
も
万
全
の
事
業
継
続
性
を
確
保

し
て
い
る
。「
ダ
イ
ナ
ベ
ー
ス
」は
竣
工
予

定
を
前
に
、す
で
に
１
０
０
％
の
テ
ナ
ン
ト

を
誘
致
し
満
床
に
な
っ
て
い
る
。同
社
で
は

「
ダ
イ
ナ
ベ
ー
ス
」完
成
後
も
順
次
、再
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
だ
。

　

平
和
島
４
社
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
施

設
の
老
朽
化
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
へ
の
対
応
に
伴
う

更
新
が
進
む
一
方
で
、近
年
、新
た
な
物

流
適
地
で
、外
資
系
や
国
内
大
手
企
業
に

よ
る
先
進
的
な
大
規
模
物
流
施
設
の
開

発
が
相
次
い
で
い
る
。

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
＋

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク

　

そ
の
１
つ
が
、世
界
有
数
の
総
合
不
動

産
企
業
で
あ
る
グ
ッ
ド
マ
ン
グ
ル
ー
プ
が

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
取
り
組
む
「
グ
ッ
ド

マ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
」
だ
。従
来
の
物

流
施
設
の
概
念
を
超
え
る「
革
新
的
で

モ
ダ
ン
な
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
＋
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ペ
ー
ス
」
と
い
う
斬
新
な
発
想
、そ
し
て

「L
IV

E
+

W
O

R
K

+
P

L
A

Y

」と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
の
も
と
で
開
発
が
進
め
ら
れ
て

い
る
、物
流
を
核
と
し
た
日
本
最
大
級
の

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

　

そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
表
現
す
る
の
が

パ
ー
ク
の
中
心
部
分
に
設
置
さ
れ
る
ア

メ
ニ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
だ
。カ
フ
ェ
、レ
ス
ト
ラ

ン
、ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
商
業
施

設
、託
児
所
、フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
な

ど
地
域
住
民
も
利
用
で
き
る
施
設
の
ほ

か
、パ
ー
ク
で
働
く
従
業
員
や
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
た
め
の
休
憩
所
・
宿
泊
施
設

を
設
け
、便
利
か
つ
快
適
な「
生
活
空
間

L
IV

E
+

」を
提
供
す
る
。さ
ら
に
、最
新

鋭
の
空
間
設
計
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
取
り

入
れ
た
、ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
な「
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
＋
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ペ
ー
スW

O
R

K
+

」、

緑
や
公
開
広
場
と
い
っ
た
「
憩
い
の
場 

P
L

A
Y

+

」を
各
所
に
配
置
し
、利
用
す

る
す
べ
て
の
人
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
街

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

　

２
０
１
６
年
３
月
に
竣
工
し
た
ス
テ
ー

ジ
１
の
マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト
型
物
流
施
設（
注

６
）は
、総
賃
貸
面
積
11
万
６
０
０
０
㎡
。

高
機
能
な
ス
ペ
ッ
ク
と
デ
ザ
イ
ン
性
が
評

価
さ
れ
、複
数
の
大
手
優
良
企
業
が
契

約
を
締
結
。す
で
に
１
０
０
％
入
居
済
み

だ
。現
在
、ス
テ
ー
ジ
２
と
し
て
、総
賃
貸

面
積
12
万
５
０
０
０
㎡
、ダ
ブ
ル
ラ
ン
プ

ウ
ェ
イ
を
完
備
し
た
４
階
建
て
の
先
進
的

な
物
流
施
設
を
建
設
中
で
、２
０
１
８
年

１
月
に
竣
工
予
定
。続
く
２
０
１
９
年
に

は
ス
テ
ー
ジ
３
の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

次
世
代
型
施
設
で

無
人
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入

　

千
葉
県
で
は
、他
に
も
最
新
鋭
の
物
流

施
設
の
建
設
が
相
次
い
で
い
る
。

　

大
和
ハ
ウ
ス
工
業（
株
）が
千
葉
県
流

山
市
で
取
り
組
む
「
Ｄ
Ｐ
Ｌ
流
山
」は
、

無
人
輸
送
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
た
次

世
代
型
物
流
施
設
だ
。
総
敷
地
面
積

約
18
万
２
０
０
０
㎡
、総
延
床
面
積
約

38
万
７
０
０
０
㎡
は
国
内
最
大
規
模
で

あ
り
、マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト
型
１
棟
、Ｂ
Ｔ
Ｓ
型

（
注
７
）２
棟
の
計
３
棟
で
構
成
さ
れ
る
。

　

そ
の
第
１
棟
目
と
し
て
２
０
１
６
年
７

月
に
着
工
し
た「
Ｄ
Ｐ
Ｌ
流
山
Ⅰ
」は
、Ｅ

Ｃ
事
業
者
や
小
売
業
者
、ア
ジ
ア
へ
の
配

送
を
手
が
け
る
事
業
者
等
、複
数
の
テ
ナ

ン
ト
企
業
の
利
用
を
想
定
し
た
マ
ル
チ
テ

ナ
ン
ト
型
と
し
て
開
発
さ
れ
て
お
り
、物

流
業
界
に
お
け
る
市
場
環
境
の
変
化
に

伴
っ
た
幅
広
い
物
流
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
施

設
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
Ｄ
Ｐ
Ｌ
流
山
Ⅰ
」に
は
次
世
代
型
と
い

う
特
徴
も
あ
る
。そ
れ
は
、ハ
ー
ド
と
ソ
フ

ト
の
両
面
に
お
い
て
オ
ー
プ
ン
型
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
だ
。ま
ず
、

ハ
ー
ド
面
で
は
、倉
庫
内
で
保
管
ラ
ッ
ク
を

ピ
ッ
キ
ン
グ
作
業
者
の
手
元
へ
自
動
移
送

す
る
無
人
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト
を
最
適
に
運
用

で
き
る
施
設
作
り
が
進
め
ら
れ
る
。

　

ソ
フ
ト
面
で
は
、ロ
ボ
ッ
ト
の
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
と
在
庫
の
最
適
配
置
だ
。Ｅ
Ｃ
で
は
需

要
が
予
測
し
に
く
く
、商
品
が
ロ
ン
グ
テ
ー

ル（
注
８
）化
し
て
い
る
た
め
、商
品
を
ど

こ
に
置
く
か
で
無
人
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト
の
走

行
距
離
に
影
響
が
出
る
。Ａ
Ｉ
を
使
っ
て

解
析
す
る
こ
と
で〝
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
変
更
〟

し
て
、適
切
な
商
品
配
置
と
な
る
よ
う

な
仕
組
み
も
開
発
し
て
い
る
。そ
し
て
、

同
社
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
物
流
Ｉ
Ｔ
企
業

の（
株
）ダ
イ
ワ
ロ
ジ
テ
ッ
ク
傘
下
に
あ
る

５
社（
株
）フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
ス
、モ
ノ
プ
ラ
ス

（
株
）、（
株
）ア
ッ
カ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
、グ
ラ
ウ
ン
ド（
株
）、ハ
コ
ブ（
株
）が
連

携
し
、顧
客
へ
の
物
流
最
適
化
提
案
を
行
っ

て
い
く
。

Ｅ
Ｃ
物
流
の

高
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

　

物
流
不
動
産
の
所
有
・
運
営
・
開
発
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ・グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
で
あ
る
プ

ロ
ロ
ジ
ス
が
手
掛
け
る
先
進
的
物
流
施
設

「
プ
ロ
ロ
ジ
ス
パ
ー
ク
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」

は
、Ｅ
Ｃ
物
流
に
適
し
た
物
流
拠
点
だ
。

５
階
建
て
延
床
面
積
約
12
万
９
０
０
０
㎡
の

マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト
型
施
設
と
し
て
２
０
１
６

年
５
月
に
竣
工
。大
型
車
両
が
各
階
に
ア

ク
セ
ス
可
能
な
上
り
下
り
の
専
用
ラ
ン
プ

ウ
ェ
イ
、最
大
約
２
万
㎡
の
ワ
ン
フ
ロ
ア
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
な
床
面
積
な
ど
、効
率

的
な
業
務
を
可
能
に
す
る
フ
ル
ス
ペッ
ク
の

先
進
的
物
流
施
設
と
な
っ
て
い
る
。 

　

Ｅ
Ｃ
物
流
に
お
け
る
流
通
加
工
作
業
に

は
多
く
の
人
手
が
必
要
と
な
る
た
め
、無

料W
i-F

i

や
有
線
放
送
を
導
入
し
た
カ

フ
ェ
ラ
ウ
ン
ジ
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
な

ど
、入
居
カ
ス
タ
マ
ー
の
従
業
員
が
快
適
に

働
く
こ
と
が
で
き
る
就
業
空
間
を
整
備

し
て
い
る
。施
設
運
営
に
お
い
て
も
、Ｅ
Ｃ

物
流
サ
ー
ビ
ス
代
行
の（
株
）ア
ッ
カ・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

組
み
、入
居
企
業
向
け
に
ア
パ
レ
ル
Ｅ
Ｃ
の

フ
ル
フ
ィ
ル
メ
ン
ト（
注
９
）サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。こ
れ
に

よ
り
、衣
料
品
の
モ
デ
ル
撮
影
か
ら
Ｅ
Ｃ

サ
イ
ト
へ
の
掲
載
、出
荷
、返
品
対
応
、さ

ら
に
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
顧
客
対
応

や
在
庫
一
元
化
シ
ス
テ
ム
等
の
シ
ス
テ
ム

構
築
・
開
発
ま
で
、す
べ
て
を
施
設
内
で
完

結
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。す
で
に
、賃
貸
面

積
の
約
９
割
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン・ア
パ
レ
ル
Ｅ
Ｃ

物
流
を
行
う
カ
ス
タ
マ
ー
に
よ
り
利
用
さ

れ
て
い
る
。

　

２
０
０
０
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
こ
う
し

た
先
進
的
物
流
施
設
の
供
給
は
、リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
後
、一
時
的
に
減
少
し
て
い
た

も
の
の
、２
０
１
１
年
以
降
は
増
加
傾
向

に
転
じ
て
い
る
。Ｅ
コ
マ
ー
ス
事
業
や
３
Ｐ

Ｌ
事
業
の
拡
大
に
伴
い
、需
要
は
今
後
も

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
、開
発

余
地
は
大
き
い
と
言
え
る
。

（
注
１
）３
Ｐ
Ｌ
：3rd

（Third

） P
arty Logistics

の
略
。荷
主

企
業
の
物
流
一
括
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
請
け
る
業
態
。

（
注
２
）マ
テ
ハ
ン
：
マ
テ
リ
ア
ル
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
機
器
。品
物
の
積
み

上
げ
・
積
み
降
ろ
し
・
運
搬
な
ど
を
目
的
と
す
る
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
、パ
レ
ッ
ト
、コ
ン
ベ
ア
な
ど
の
専
用
機
械
類
。

（
注
３
）通
過
型
貨
物
：
格
納
、保
管
さ
れ
る
こ
と
な
く
、直
接
仕

分
け
や
積
み
替
え
作
業
に
回
さ
れ
、次
の
納
入
先
へ
輸
送

さ
れ
て
い
く
貨
物
。

（
注
４
）ラ
ン
プ
ウ
ェ
イ
方
式
：
ル
ー
プ
型
の
入
出
庫
道
路
。エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
使
わ
ず
に
平
屋
倉
庫
の
よ
う
な
使
い
方
が
で

き
る
。

（
注
５
）フ
ロ
ン
冷
媒
規
制
：
現
在
メ
イ
ン
で
使
わ
れ
て
い
る
冷
媒

で
あ
る
Ｒ
22（
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
）は
２
０
２
０
年
に
補
充
用
も
含

め
て
生
産
が
中
止
さ
れ
、自
然
冷
媒
へ
の
切
り
替
え
か
、代

替
フ
ロ
ン（
Ｈ
Ｃ
Ｆ
）で
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

（
注
６
）マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト
型
物
流
施
設
：
複
数
テ
ナ
ン
ト
の
入
居

を
想
定
し
た
物
流
施
設
。

（
注
７
）Ｂ
Ｔ
Ｓ
型
：B

uild to S
uit

の
略
。顧
客
の
要
望
に
沿
っ

た
立
地
お
よ
び
設
備
を
有
す
る
１
社
専
用
の
物
流
施
設
。

（
注
８
）ロ
ン
グ
テ
ー
ル
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
販
売
に
お
い

て
、主
要
な
売
り
上
げ
を
稼
ぐ
ヒ
ッ
ト
商
品
以
外
の「
ニ
ッ
チ

で
販
売
機
会
の
少
な
い
商
品
」を
大
量
に
取
り
そ
ろ
え
る

こ
と
で
、全
体
と
し
て
売
り
上
げ
を
大
き
く
す
る
現
象
。

（
注
９
）フ
ル
フ
ィ
ル
メ
ン
ト
：
通
信
販
売
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
に

お
け
る
、受
注
、梱
包
、発
送
、受
け
渡
し
、代
金
回
収
ま
で

の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
。

新
た
な
物
流
適
地
で

先
進
的
施
設
の
開
発
相
次
ぐ

プロロジスパーク千葉ニュータウン

DPL流山

グッドマンビジネスパーク
①全体俯瞰図 ②アメニティゾーン俯瞰図 ③④アメニティエリアイメージ
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
市
場
が
拡
大

を
続
け
る
中
、宅
配
便
の
取
扱
個
数
が

爆
発
的
に
増
加
し
て
い
る
。２
０
１
６
年

度
は
40
億
１
８
６
１
万
個（
対
前
年
度

比
７
・３
％
増
、国
土
交
通
省
調
査
）と

過
去
最
高
を
記
録
し
た
。そ
の
内
、輸
送

手
段
別
の
内
訳
は「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
」が

39
億
７
７
８
０
万
個（
構
成
比
99
％
）と

圧
倒
的
に
多
い
。

　

こ
う
し
た
中
で
、宅
配
会
社
は
物
流
現

場
の
負
担
増
や
人
手
不
足
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。特
に
深
刻

な
の
が「
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
問
題
」だ
。配
送

セ
ン
タ
ー
か
ら
顧
客
受
け
渡
し
ま
で
の
道

の
り（
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
）に
お
い
て
、受
取
人

不
在
に
よ
る
宅
配
便
の
再
配
達
が
急
増
。

全
体
の
お
よ
そ
２
割
程
度
が
再
配
達
と

な
る
こ
と
か
ら
、宅
配
会
社
も
余
計
な
負

担
を
強
い
ら
れ
る
と
と
も
に
、再
配
達
の

過
剰
発
生
が
社
会
的
な
損
失
を
生
む
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。Ｅ
コ
マ
ー
ス
や
物
流

が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
変
革
で
進
化
し

て
い
く
中
、ラ
ス
ト
マ
イ
ル
問
題
は
、そ
の
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
と
も
な
り
か
ね
な
い
の
だ
。

　

こ
う
し
た「
物
流
危
機
」の
打
開
に
向

け
て
、大
手
宅
配
会
社
は
料
金
の
値
上
げ

や
荷
物
量
の
抑
制
に
動
い
て
い
る
が
、問

題
は
根
深
く
、解
消
に
は
程
遠
い
の
が
実

情
だ
。宅
配
会
社
に
と
っ
て
も
社
会
に
と
っ

て
も
、「
よ
り
効
率
的
に
」「
コ
ス
ト
を
抑

え
」か
つ「
便
利
に
」荷
物
を
届
け
る
、す

な
わ
ち
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
が
非
常
に
重
要

な
意
味
を
持
ち
始
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
に
お
け
る

諸
課
題
へ
の「
処
方
箋
」の
１
つ
と
し
て
、

先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
解
決
策
が
注

目
を
浴
び
て
い
る
。ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス・テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
、い
わ
ゆ
る「
ロ
ジ
テ
ッ
ク
」と
呼

ば
れ
る
取
り
組
み
だ
。

　

ま
ず
、Ａ
Ｉ
に
よ
る
配
送
効
率
化
や
省

人
化
な
ど
の
試
み
だ
。も
と
も
と
、Ａ
Ｉ
は

パ
ズ
ル
の
よ
う
な
問
題
を
解
く
こ
と
を
得

意
と
し
て
お
り
、「
配
達
員
が
ど
の
よ
う
な

ル
ー
ト
を
通
れ
ば
、効
率
良
く
荷
物
を
届

け
る
こ
と
が
で
き
る
か
」と
い
っ
た
判
断
を

担
う
こ
と
が
で
き
る
。各
社
は
こ
う
し
た

Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
物
流
シ
ス
テ
ム
の
試
験
的

導
入
を
進
め
て
い
る
。

　

倉
庫
内
物
流
に
つ
い
て
も
、商
品
の
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
か
ら
配
送
車
へ
の
積
み
込
み
と

い
っ
た
業
務
を
ロ
ボ
ッ
ト
に
代
替
さ
せ
る

取
り
組
み
が
出
て
き
て
い
る
。イ
ン
ド
の
ロ

ボ
ッ
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
開
発
し
た
荷
物
ピ
ッ

キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
、無
人
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト

が
倉
庫
内
の
棚
自
体
を
動
か
す
こ
と
で
、

倉
庫
内
の
作
業
者
が
ピ
ッ
キ
ン
グ
の
た
め
に

歩
く
時
間
を
大
幅
に
省
く
事
が
で
き
る
。

　

同
社
は
、日
本
の
ク
ラ
ウ
ド
型
物
流
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
創
造
す
る
企
業
と
資

本
業
務
提
携
を
行
い
、利
用
拡
大
を
目
指

し
て
い
る
。す
で
に
、家
具
・イ
ン
テ
リ
ア
製

造
小
売
企
業
が
日
本
で
初
め
て
イ
ン
ド
の

ロ
ボ
ッ
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
荷
物
ピ
ッ
キ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
の
採
用
を
決
定
し
、２
０
１
７
年
に

日
本
国
内
の
通
販
発
送
セ
ン
タ
ー
に
導
入

し
た
。

　

ま
た
、事
務
用
品
の
通
信
販
売
会
社
ア

ス
ク
ル（
株
）は
同
社
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト「
Ｌ
Ｏ

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｏ
」に
お
い
て
、省
人
化
と
顧
客
満

足
度
向
上
を
目
的
に
２
０
１
４
年
９
月
か

ら
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
。24
時

間
３
６
５
日
、問
い
合
わ
せ
に
対
応
し
て

成
果
を
上
げ
て
い
る
と
い
う
。

　

ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
配
達
へ
の
取
り
組

み
も
活
発
化
し
て
い
る
。米
大
手
流
通
企

業
が
世
界
に
先
駆
け
て
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ

た
配
送
シ
ス
テ
ム
の
実
験
を
実
施
し
た
こ

と
は
有
名
だ
が
、独
大
手
自
動
車
企
業

は
２
０
１
６
年
に
ラ
ス
ト
マ
イ
ル・ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
と
な
る
自
動
運
転
・
配
達
ト
ラ
ッ
ク

の
開
発
を
発
表
し
た
。配
達
先
に
近
づ
く

と
自
動
で
荷
台
内
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
荷
物
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、ル
ー
フ
部
分
か
ら
ド
ロ
ー

ン
が
飛
び
立
っ
て
顧
客
ま
で
届
け
る
。約

２
㎏
ま
で
の
荷
物
を
配
達
で
き
る
ド
ロ
ー

ン
を
２
台
装
備
し
て
お
り
、重
く
て
大
き

な
荷
物
は
ド
ラ
イ
バ
ー
が
配
達
す
る
。日

本
で
も
大
手
物
流
企
業
と
大
手
流
通
企

業
が
ド
ロ
ー
ン
で
の
宅
配
事
業
に
挑
戦
す

る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。

　

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
ラ
ク
ス
ル（
株
）は
国

内
大
手
物
流
企
業
と
資
本
提
携
し
た
。

ラ
ク
ス
ル
は
全
国
の
提
携
印
刷
工
場
に
お

け
る
印
刷
機
の
非
稼
働
時
間
を
利
用
し
、

ネ
ッ
ト
経
由
で
割
安
価
格
の
印
刷
物
を

発
注
で
き
る「
ラ
ク
ス
ル
」と
い
う
印
刷
Ｅ

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
お
り
、２
０
１
５

年
12
月
か
ら
は
、こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

物
流
に
適
用
し
た
新
サ
ー
ビ
ス「
ハ
コ
ベ
ル

（
注
）」を
開
始
し
て
い
る
。

　

こ
の
提
携
を
通
じ
て
、両
社
は
荷
主
・

納
品
先
企
業
と
物
流
事
業
者
の
双
方

が
抱
え
る
課
題
を
同
時
に
解
決
で
き
る

オ
ー
プ
ン
型
の
物
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

構
築
し
、さ
ま
ざ
ま
な
業
界
の
企
業
間
物

流
の
構
造
変
革
の
実
現
を
目
指
す
こ
と

に
し
て
い
る
。

　

物
流
を
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
変
革
さ
せ
よ

う
と
す
る
取
り
組
み
が
社
会
に
根
付
き
、

現
在
の「
物
流
危
機
」が
抱
え
る
諸
課
題

が
解
決
に
向
か
う
こ
と
に
は
社
会
的
に
大

き
な
意
義
が
あ
る
。今
後
の
ロ
ジ
テ
ッ
ク
の

動
向
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

（
注
）「
ハ
コ
ベ
ル
」：
空
き
時
間
を
持
っ
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手

と
、配
送
の
ネ
ッ
ト
注
文
と
を
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、荷
物
を
低
コ
ス
ト
で
早
く
配
送

す
る
サ
ー
ビ
ス
。

Case StudySoft
Infrastructure

ロジスティクス・
テクノロジー
最新動向

（図表）ハコベルのビジネスモデル ラ
ス
ト
マ
イ
ル
が

物
流
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に

物
流
危
機
へ
の
処
方
箋

と
し
て
の
ロ
ジ
テ
ッ
ク

ロ
ジ
テ
ッ
ク
を
活
用
し

物
流
の
構
造
変
革
を
目
指
す

　
「
物
流
危
機
」が
叫
ば
れ
る
中
で
、そ
の
処
方
箋
の
1
つ
と
し
て
注
目
を

浴
び
て
い
る
の
が
A
I
、ロ
ボ
ッ
ト
、ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
・
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー（
ロ
ジ
テ
ッ
ク
）だ
。今
後
の
ロ
ジ
テ
ッ
ク
の
進
歩
に
、世
界
中
の

関
係
者
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

写真はイメージです。
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I N T E R V I E W

Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
技
術
で

物
流
改
革
を
支
え
る

　

当
社
で
は
２
０
０
０
年
か
ら
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ

技
術
の
実
証
実
験
を
開
始
。06
年
か
ら

実
用
化
に
取
り
組
み
、08
〜
10
年
に
か
け

て
商
用
へ
の
展
開
を
開
始
し
た
。現
在
、

Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
を
活
用
し
た
物
流
機
器
個
体

管
理
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

　

そ
れ
が
、ク
ラ
ウ
ド
型
個
体
管
理
サ
ー

ビ
ス「L

ogiarx

（
ロ
ジ
ア
ー
ク
ス
）」だ
。

あ
る
大
手
流
通
企
業
で
は
、店
舗
納
品
に

使
用
す
る
約
80
万
台
の
６
輪
カ
ー
ト
ラ
ッ

ク
の
個
体
管
理
に
活
用
。導
入
前
は
現

物
在
庫
の
捕
捉
率
が
７
割
程
度
だ
っ
た
も

の
が
99・６
％
ま
で
改
善
し
た
。ま
た
、リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
在
庫
が
個
体
で
把
握
で
き

る
た
め
、四
半
期
に
一
度
行
っ
て
い
た
棚

卸
の
必
要
が
な
く
な
る
な
ど
の
成
果
が

出
て
い
る
。ま
た
、あ
る
大
手
ビ
ー
ル
企
業

で
は
、ビ
ー
ル
用
炭
酸
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
管
理

に
使
用
。出
荷
・
回
収
時
に
必
要
と
さ
れ

る
個
体
番
号
の
記
録
作
業
時
間
が
10
分

の
１
に
短
縮
で
き
た
。

　
「L

ogiarx

」へ
の
問
い
合
わ
せ
は
年
々

増
え
て
お
り
、導
入
企
業
数
も
ペ
ー
ス
ア
ッ

プ
し
て
い
る
。足
元
の
諸
課
題
に
対
し
て
、

「L
ogiarx

」を
使
え
ば
何
か
で
き
そ
う

だ
と
い
う
期
待
を
強
く
感
じ
て
い
る
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

見
え
る
化
に
貢
献
し
た
い

　

深
刻
化
す
る
物
流
業
界
の
人
手
不
足

や
労
働
環
境
の
改
善
に
資
す
る
べ
く
、今

後
は
、Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
の
活
用
範
囲
を
さ
ら
に

拡
大
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。た
と

え
ば
、入
出
荷
検
品
に
よ
る
ト
ラ
ッ
ク
待

機
時
間
の
削
減
だ
。タ
グ
と
パ
レ
ッ
ト
上
の

荷
物
情
報（
種
類
、数
量
）を
紐
づ
け
て
お

き
、出
荷
元
か
ら
届
け
先
に
連
絡
す
る
。

届
け
先
で
は
タ
グ
を
読
み
取
る
こ
と
で
検

品
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、ト
ラ
ッ
ク
の

待
機
時
間
を
短
縮
で
き
る
。

　

あ
る
い
は
、棚
卸
し
の
効
率
化
に
も
つ
な

が
る
だ
ろ
う
。当
社
で
も「
毎
月
の
棚
卸

し
が
大
変
」「
５
人
で
棚
卸
し
を
や
る
と

そ
れ
ぞ
れ
数
字
が
違
う
の
で
何
と
か
し
た

い
」と
い
っ
た
相
談
を
受
け
る
。当
社
以
外

の
企
業
も
ド
ロ
ー
ン
に
読
み
取
り
機
を
つ

け
て
上
空
か
ら
数
え
た
り
、自
走
ロ
ボ
ッ
ト

で
倉
庫
内
を
循
環
さ
せ
て
数
え
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
行
っ
て
お
り
、当
社

と
し
て
も
何
と
か
こ
の
課
題
を
解
決
し
得

る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
た
い
。

　

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
見
え
る
化
に
も

貢
献
し
た
い
。業
界
の
垣
根
を
越
え
て
行

わ
れ
る
共
同
配
送
は
、複
数
の
企
業
の
商

品
を
配
送
先
ご
と
に
積
み
合
わ
せ
て
一

括
配
送
す
る
こ
と
に
よ
り
、配
送
効
率
化

と
ロ
ー
コ
ス
ト
化
を
実
現
し
て
い
る
。こ
の

動
き
は
今
後
、さ
ら
に
加
速
し
て
い
く
と

考
え
ら
れ
る
。い
ず
れ
の
場
面
に
お
い
て

も
、モ
ノ
の
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
に
加
え
、デ
ー
タ

の
や
り
取
り
も
企
業
や
業
界
を
超
え
て

標
準
化
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。そ
の
過
程

で
、当
社
が
培
っ
た
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
の
技
術
・ノ

ウ
ハ
ウ
が
活
か
せ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

物
流
改
革
・
見
え
る
化
に
お
い
て
Ｒ
Ｆ

Ｉ
Ｄ
は
コ
ア
技
術
の
１
つ
だ
と
捉
え
て
い

る
が
、Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
以
外
の
技
術
や
機
能
向

上
が
目
覚
ま
し
い
モ
ノ
、新
し
い
ア
イ
デ
ア

と
組
み
合
わ
せ
で
相
乗
効
果
を
発
揮
さ

せ
な
が
ら
、さ
ら
な
る
物
流
改
革
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
。

RFIDの活用と物流改革への貢献
　日本パレットレンタル（本社:東京都千代田区）は、物流に不可欠なパレット（荷物の保管、
構内作業、輸送のために使用されるすのこ状の荷台）のレンタル事業や各種物流機器のマネ
ジメント支援事業を行うパレットレンタル業界のトップ企業だ。現在保有する約920万枚の
うち、約600万枚を占めるプラスチック製パレットのほぼ全数にRFID（電波を使って物品や人
物を自動的に識別する技術）タグを装着してレンタルパレットの個体管理を行っている。

パレットを選別機へ下ろす

JPRオリジナルタグとタグホルダー

日本パレットレンタル株式会社
事業プロジェクト　PJリーダー

佐藤 雅一氏

Soft Infrastructure
ロジスティクス・テクノロジー最新動向

次
世
代
型
物
流
施
設

「In
te

llig
e

n
t L

o
g

istic
s 

C
e

n
te

r

」

　

大
和
ハ
ウ
ス
グ
ル
ー
プ
は
物
流
施
設
開

発
事
業
を
コ
ア
事
業
の
１
つ
と
位
置
づ

け
、全
国
各
地
に
物
流
拠
点
を
展
開
し

て
い
る
。
現
行
の
第
５
次
中
期
経
営
計

画
で
は「
物
流
施
設
開
発
の
全
国
展
開

に
よ
る
物
流
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
１
位
の
確
立

と
ス
ト
ッ
ク
型
ビ
ジ
ネ
ス
の
強
化
」を
目

標
に
掲
げ
、独
自
の
物
流
施
設
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン「
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
推
進
し
て

い
る
。Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、設
計
・
施

工
に
留
ま
ら
ず
、立
地
選
定
の
提
案
か

ら
業
務
運
用
、維
持
管
理
に
至
る
ま
で
、

多
様
な
お
客
さ
ま
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

当
社
独
自
の
事
業
ス
キ
ー
ム
。そ
の
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
提
案
す
る
の
が
、

次
世
代
型
の
物
流
施
設「Intelligent 

Logistics C
enter

」だ
。

　

当
社
は
物
流
の〝
器
作
り
〟を
行
い
、

荷
物
の
保
管
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
し
て
い
る

が
、物
流
コ
ス
ト
全
体
の
中
で
保
管
費
の

割
合
は
20
％
に
す
ぎ
ず
、そ
れ
以
外
の
人

件
費
、配
送
費
な
ど
が
80
％
を
占
め
て
い

る
。こ
の
80
％
の
領
域
に
切
り
込
み
、他

社
と
の
抜
本
的
な
差
別
化
を
図
る
こ
と

が
当
社
の
戦
略
目
標
だ
。

　

具
体
的
に
は
、当
社
グ
ル
ー
プ
に
お
け

る
物
流
Ｉ
Ｔ
企
業
の
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

企
業
・（
株
）ダ
イ
ワ
ロ
ジ
テ
ッ
ク
の
下
に
、

物
流
シ
ス
テ
ム
構
築
・
物
流
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
の（
株
）フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
ス
、ク
ラ
ウ

ド
シ
ス
テ
ム
の
構
築
支
援
の
モ
ノ
プ
ラ
ス

（
株
）、（
株
）ア
ッ
カ・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
、グ
ラ
ウ
ン
ド（
株
）、ハ
コ
ブ（
株
）※
を

結
集
し
、各
社
の
持
つ
先
端
技
術
、す
な

わ
ち
、Ａ
Ｉ
、ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
、Ｉｏ
Ｔ
、ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
、モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
活
か
し
て
、

物
流
施
設
で
の
業
務
効
率
化
を
図
る
管

理
シ
ス
テ
ム
、倉
庫
内
配
送
の
省
人
化
・
自

動
化
を
支
援
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
、ク
ラ
ウ
ド

型
の
配
車
・
運
行
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
を

提
供
す
る
。

「
働
き
方
改
革
」「
地
域
創
生
」

に
も
貢
献

　

今
年
４
月
か
ら
は
千
葉
県
市
川
市
の

「
Ｄ
Ｐ
Ｌ
市
川
」に
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
設

け
、一
般
の
方
々
に
も
実
際
に
テ
ナ
ン
ト

の
お
客
さ
ま
が
荷
物
を
運
ぶ
過
程
を
見

て
頂
け
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、日

本
最
大
級
の
物
流
タ
ウ
ン「
Ｄ
Ｐ
Ｌ
流
山
」

（
今
年
３
月
竣
工
予
定
）に
も
展
開
し
て

い
く
。シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
お
客
さ
ま
の
新
た

な
ニ
ー
ズ
を
お
聞
き
し
た
り
、技
術
を
充

実
さ
せ
な
が
ら
、Ｄ
Ｐ
Ｌ
流
山
で
さ
ら
な

る
実
用
化
を
図
っ
て
い
く
わ
け
だ
。目
指

す
の
は
、次
世
代
の
物
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
先
行
的
に
構
築
し
て
、そ
の
シ
ス
テ

ム
の
外
販
や
施
設
内
で
の
機
器
類
の
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
を
進
め
る
こ
と
だ
。

　

今
後
の
物
流
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
不
可

欠
な
技
術
の
活
用
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。た
と
え
ば
Ａ
Ｉ
。そ
の
活
用
に
は
大

量
の
デ
ー
タ
の
存
在
が
前
提
と
な
る
が
、

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
ス
と
共
同
で「
次
世
代

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス　

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
活

用
コ
ン
テ
ス
ト
」を
２
０
１
６
年
か
ら
毎

年
実
施
し
て
お
り
、そ
の
成
果
を
今
後
の

Intelligent L
ogistics C

enter

に

導
入
し
て
い
き
た
い
。

　

進
化
す
る
物
流
・ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
分

野
で
は
、今
後
、さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
イ
ア
ル

が
行
わ
れ
る
だ
ろ
う
。我
々
も
器
作
り
か

ら
一
歩
進
ん
で
、物
流
の
中
身
作
り
の
お

手
伝
い
を
し
た
い
。そ
し
て
、Ｄ
Ｐ
Ｌ
流
山

で
は
施
設
内
で
働
く
方
々
の
働
き
や
す

さ
に
配
慮
し
た
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、大
和

ハ
ウ
ス
グ
ル
ー
プ
が
出
資
す
る（
株
）マ
マ
ス

ク
エ
ア
の
託
児
所
、コ
ン
ビ
ニ
、カ
フ
ェ
テ
リ

ア
な
ど
も
付
設
す
る
よ
う
に
、「
働
き
方

改
革
」な
ど
の
社
会
的
課
題
の
解
決
、さ

ら
に
は
物
流
施
設
を
核
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
通
し
て
地
域
創
生
に
も
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

※ 

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
ス
、モ
ノ
プ
ラ
ス
以
外
に
、（
株
）ア
ッ
カ・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
の
フ
ル
フ
ィ
ル
メ
ン
ト
事

業
）、グ
ラ
ウ
ン
ド（
株
）（
自
動
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の
販
売
）、ハ

コ
ブ（
株
）（
ク
ラ
ウ
ド
型
配
車
・
運
行
管
理
シ
ス
テ
ム
）で
構
成
さ
れ

る
。フ
ル
フ
ィ
ル
メ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て
は
Ｐ
11（
注
９
）を
参
照
。 

大和ハウス工業株式会社

取締役常務執行役員
建築事業推進部長
国内・海外（東南アジア）
建築事業担当

浦川 竜哉氏

進化する物流・
ロジスティクスに
総合的なソリューションを
提案する
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航空機ファイナンスの
新たな1ページを拓く
─ 世界初の保険を組み込んだスキームを活用

　（株）日本政策投資銀行（DBJ）は、（株）三井住友銀行（SMBC）と共同で、保険を組み込んだ航空機ファイ

ナンスの新たなスキーム「AFIC：Aircraft Finance Insurance Consortium」を活用し、Korean Air Lines 

Co., Ltd.（本社：ソウル）との間で、同社が新たに購入する2機（ボーイング787-9型）分の融資契約を締結した。

世界的規模で保険の仲介とアドバイスを手がけるマーシュが開発したAFICを活用した航空機ファイナンスとして

は世界初の取り組みとなる。航空機需要の拡大が予想される中、航空会社やリース会社にとっての新たな航空機

ファイナンス手法として期待される。

　

航
空
機
の
価
格
は
１
機
当
た
り

１
０
０
〜
数
１
０
０
億
円
。大
型
機
の

「
ボ
ー
イ
ン
グ
７
４
７-

８
」と
も
な
る

と
約
４
２
５
億
円（
１
ド
ル
１
１
０
円
換

算
：
カ
タ
ロ
グ
価
格
）に
も
及
ぶ
。こ
う

し
た
高
価
な
航
空
機
を
購
入
す
る
こ
と

は
、買
い
手
で
あ
る
航
空
会
社
や
航
空
機

リ
ー
ス
会
社
に
と
っ
て
容
易
な
こ
と
で
は

な
い
。そ
こ
で
、航
空
機
の
調
達
を
ス
ム
ー

ズ
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
用
い

ら
れ
る
の
が
航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
だ
。

　

そ
の
資
金
調
達
手
法
は
民
間
銀
行

か
ら
の
借
り
入
れ
が
一
般
的
だ
が
、近

年
は
資
本
市
場
か
ら
の
調
達
が
増
え
て

い
る
。一
方
、一
般
的
に
信
用
力
の
低
い

新
興
国
の
航
空
会
社
等
に
よ
っ
て
活
用

さ
れ
て
き
た
Ｅ
Ｃ
Ａ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス（
米

国
輸
出
入
銀
行
な
ど
各
国
の
輸
出
信

用
機
関
の
保
証
が
付
さ
れ
た
ロ
ー
ン
）

は
、欧
州
を
中
心
と
し
た
民
間
金
融
機

関
の
市
場
回
帰
や
制
度
内
容
の
見
直

し
等
の
影
響
を
受
け
て
、そ
の
割
合
が

低
下
し
て
い
る
。

　

具
体
的
な
資
金
調
達
手
法
の
シ
ェ
ア

の
変
化
を
ボ
ー
イ
ン
グ
社
に
お
け
る
機

材
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
内
訳（
２
０
１
３
年
・

２
０
１
６
年
実
績
）※
で
見
る
と
、民
間

銀
行
か
ら
の
借
り
入
れ
が
28
％
か
ら

33
％
へ
、保
険
会
社
や
年
金
基
金
と
い
っ

た
機
関
投
資
家
に
よ
る
資
本
市
場
か

ら
の
調
達
が
14
％
か
ら
30
％
へ
と
そ
れ

ぞ
れ
増
加
す
る
一
方
で
、Ｅ
Ｃ
Ａ
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
は
23
％
か
ら
７
％
へ
と
減
少
し
て

い
る
。こ
の
間
の
Ｅ
Ｃ
Ａ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

の
減
少
分
を
資
本
市
場
や
銀
行
借
り

入
れ
が
埋
め
る
形
で
推
移
し
た
格
好
だ

が
、買
い
手
と
な
る
航
空
会
社
や
航
空

機
リ
ー
ス
会
社
の
間
で
は
、長
期
的
な

資
金
調
達
の
安
定
化
の
観
点
か
ら
新

た
な
資
金
調
達
手
法
開
発
へ
の
期
待
も

高
ま
っ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、マ
ー
シ
ュ
は
数
年
前

か
ら
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
の
開
発
に
着
手
、商
品

化
に
こ
ぎ
着
け
た
２
０
１
６
年
11
月
に

Ｄ
Ｂ
Ｊ
お
よ
び
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
に
融
資
へ
の

活
用
を
打
診
し
た
。そ
し
て
、２
０
１
７

年
１
月
初
め
に
行
わ
れ
た
キ
ッ
ク
オ
フ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
か
ら
わ
ず
か
４
か
月
後

の
４
月
末
に
融
資
契
約
を
調
印
す
る

に
至
っ
た
。

　

Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
は
、
世
界
の
民
間
保

険
会
社
４
社
（A

llia
n

z
 R

isk 

T
ra

n
sfe

r
、A

x
is C

a
p

ita
l

、

S
o

m
p

o
 In

te
rn

a
tio

n
a

l

（
旧

E
ndurance

）、Fidelis
）に
よ
っ
て

引
き
受
け
ら
れ
、借
り
手
と
な
る
航

空
会
社
や
航
空
機
リ
ー
ス
会
社
が
融

資
の
元
利
金
を
返
済
で
き
な
く
な
っ

た
場
合
、貸
し
手
の
銀
行
に
保
険
金

が
支
払
わ
れ
る（
図
表
１
）。

　

巨
額
の
資
金
が
必
要
と
な
る
航
空

機
の
購
入
資
金
の
調
達
は
、航
空
会
社

や
航
空
機
リ
ー
ス
会
社
に
と
っ
て
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。そ
の
た
め
、一

般
的
に
銀
行
借
り
入
れ
に
よ
る
調
達

は
信
用
力
の
高
い
企
業
に
限
ら
れ
る

が
、Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
銀
行
に
と
っ
て
の
リ
ス
ク
が
軽
減
さ

れ
る
た
め
、新
興
の
エ
ア
ラ
イ
ン
等
の
信

用
力
の
高
く
な
い
企
業
に
も
融
資
が
し

や
す
く
な
る
。

　

Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
の
開
発
の
背
景
に
あ
る
の

は
、航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
市
場
お
よ
び

航空機ファイナンスの新たな1ページを拓く
─ 世界初の保険を組み込んだスキームを活用

航
空
機
の
調
達
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に

多
く
の
航
空
会
社
に
と
っ
て
の　

新
た
な
資
金
調
達
手
段
と
し
て

BANK
INSURANCE

POLICY

S P V Airline
BANK LOAN

FINANCE
LEASE

AIRLINE
EQUITY

（図表1）Simple Financing Structure

航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
市
場
、

航
空
旅
客
需
要
と
も
に
拡
大
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—

Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
を
開
発
す
る
上
で
の

最
大
の
課
題
と
は
。

　

保
険
会
社
が
、銀
行
の
負
う
元
利
金

不
払
い
の
リ
ス
ク
を
銀
行
と
シ
ェ
ア
す
る

の
で
は
な
く
、す
べ
て
負
う
こ
と
に
つ
い

て
慎
重
で
あ
っ
た
こ
と
だ
。従
来
、航
空

機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
伝
統
的
な

N
on-Paym

ent Insurance

に
お
い

て
、保
険
会
社
は
リ
ス
ク
の
中
心
的
な

取
り
手
で
は
な
く
、銀
行
が
大
部
分
の

リ
ス
ク
を
取
る
こ
と
が
一
般
的
だ
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、こ
れ
ま
で
は
銀
行
が
融
資

案
件
の
オ
リ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、信
用
リ
ス

ク
審
査
、ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
、そ
れ
に

必
要
な
交
渉
や
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
リ
ー
ド
し
て
き
た
。今
回
、保
険
会

社
が
主
要
な
リ
ス
ク
の
取
り
手
と
な
る

た
め
に
、マ
ー
シ
ュ
と
保
険
会
社
は
、航

空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
そ
れ
に
関
連
す

る
リ
ス
ク
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
必

要
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、国
際
的
に
も
著
名
な
専
門

家
ら
と
協
働
し
た
。た
と
え
ば
、ボ
ー

イ
ン
グ
社
か
ら
は
航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
や
航
空
産
業
に
つ
い
て
、特
に
、機
材

価
値
の
評
価
と
航
空
会
社
の
信
用
力

の
分
析
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

た
。ま
た
、Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｏ
Ｋ（M

arsh &
 

M
cLennan C

om
panies

の
グ
ル
ー

プ
会
社
）か
ら
は
、航
空
機
材
の
管
理
、

担
保
実
行
時
に
必
要
な
機
材
の
占
有
の

回
復
や
機
内
の
仕
様
変
更
等
に
関
す
る

多
く
の
知
見
を
得
た
。さ
ら
に
、リ
ー
ガ

ル
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー

の
航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
精
通
し
た
３

つ
の
法
律
事
務
所
よ
り
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
た
。

—

今
後
、Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
の
活
用
は
ど
の

程
度
進
む
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　

Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
航
空
業
界

に
お
い
て
、商
業
的
に
魅
力
の
あ
る
金
融

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
急
速
に
認
知
さ

れ
つ
つ
あ
る
。こ
れ
ま
で
、約
15
億
米
ド

ル
の
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
サ
ポ
ー
ト
付
の
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
が
、５
つ
航
空
会
社
・
航
空
機
リ
ー

ス
会
社
の
計
16
の
航
空
機
に
対
し
て
実

行
さ
れ
て
い
る
。２
０
１
７
年
６
月
の
設

立
以
来
、Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
に
対
し
て
寄
せ
ら
れ

た
関
心
に
大
き
な
手
ご
た
え
を
感
じ
て

お
り
、２
０
１
８
年
以
降
も
こ
う
し
た
ト

レ
ン
ド
が
続
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
見
方
は
、B

o
e

in
g 

C
apital C

orporation

が
最
近
発

行
し
た「2018 C

urrent A
ircraft 

F
inance M

arket O
utlook

（
Ｃ
Ａ

Ｆ
Ｍ
Ｏ
）」に
も
示
さ
れ
て
い
る
。Ｃ
Ａ
Ｆ

Ｍ
Ｏ
で
は
、今
後
５
年
間
に
わ
た
る
業

界
全
体
の
航
空
機
需
要
と
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
の
需
要
を
予
測
し
て
い
る
。そ
こ
で
は

Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
に
関
し
て
、「
２
０
１
７
年
の

新
た
な
保
険
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
現
は
、航

空
会
社
と
航
空
機
リ
ー
ス
会
社
に
対

す
る
航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
オ
プ
シ
ョ

ン
を
多
様
化
さ
せ
た
」「
航
空
機
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
に
か
か
るN

on-P
aym

ent 
Insurance

市
場
は
、２
０
１
８
年
に

タ
ッ
ク
ス
エ
ク
イ
テ
ィ
商
品
や
Ｅ
Ｃ
Ａ
の

市
場
規
模（
シ
ェ
ア
５
％
）ま
で
拡
大
、今

後
数
年
に
わ
た
り
さ
ら
に
拡
大
す
る
だ

ろ
う
」と
さ
れ
て
い
る
。

—

Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
対
す
る
評
価
、期
待
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
市
場
に
お
け

る
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
の
重
要
性
に
つ
い
て
、Ｄ
Ｂ

Ｊ
が
理
解
を
示
し
て
く
れ
た
こ
と
が
、

Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
受
け
入
れ
ら

れ
る
上
で
重
要
だ
っ
た
と
認
識
し
て
い

る
。加
え
て
、条
件
交
渉
や
ド
キ
ュ
メ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、被
保
険
者
と
し

て
、ま
た
融
資
金
融
機
関
と
し
て
、Ｄ
Ｂ

Ｊ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
多
く
の
見
識
や

意
見
は
、Aircraft N

on-Paym
ent 

Insurance

（
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
）の
継
続
的
な

改
善
や
進
化
に
お
い
て
大
変
有
益
な
も

の
と
し
て
あ
り
続
け
て
い
る
。

　
マ
ー
シ
ュ
と
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
は
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
Ａ

Ｆ
Ｉ
Ｃ
の
サ
ポ
ー
ト
す
る
航
空
機
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
商
品
を
地
方
銀
行
を
は
じ
め
と

す
る
日
本
の
投
資
家
へ
将
来
的
に
展
開

し
て
い
く
に
あ
た
り
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
を
十
分
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。そ
れ
に
よ
り
投

資
家
層
の
充
実
を
図
り
、Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
／

Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
の
さ
ら
な
る
成
功
を
実
現
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

航
空
旅
客
需
要
の
拡
大
だ
。

　

２
０
１
６
年
に
約
１
２
２
０
億
ド
ル

（
約
13
・４
兆
円
、１
ド
ル
１
１
０
円
換

算
、Boeing C

urrent A
ircraft 

F
in

an
ce M

ark
et O

u
tlook 

2017

）と
さ
れ
る
航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

の
市
場
規
模
は
、航
空
機
需
要（
ス
ト
ッ

ク
）が
２
０
３
５
年
に
２
０
１
５
年
比

で
２
倍
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、今
後
も
順
調
に
拡
大
す
る
見

通
し
と
な
っ
て
い
る
。具
体
的
に
は
、今

後
20
年
間
で
新
規
に
導
入
さ
れ
る
航

空
機
は
約
３・９
万
機
あ
り
、総
額
４・

５
兆
ド
ル
の
資
金
が
必
要
に
な
る
と
予

想
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、世
界
の
航
空
旅
客
需
要
は
、人

口
増
加
や
世
界
経
済
の
発
展
等
に
よ
り

15
年
で
２
倍
の
ペ
ー
ス
で
拡
大
し
て
き
て

い
る
。Ｇ
Ｄ
Ｐ
弾
性
値（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
変
動

に
対
応
す
る
特
定
の
経
済
変
数
の
変
動

の
大
き
さ
を
示
す
値
。Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
成
長

率
５
％
に
対
し
航
空
需
要
の
増
加
率
が

10
％
な
ら
弾
性
値
は
２
と
な
る
）を
見

る
と
１・５
〜
１・８
と
な
っ
て
お
り
、Ｇ
Ｄ

Ｐ
成
長
率
よ
り
高
い
伸
び
で
市
場
が
拡

大
し
て
い
る
。途
上
国
の
経
済
成
長
に
伴

い
、今
後
も
同
様
の
ペ
ー
ス
で
拡
大
し
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
に
お
け
る
航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
市
場
の
拡
大
に
向
け
て
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
は

新
し
い
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
手
法
の
開
発
に
取

り
組
ん
で
き
て
い
る
。本
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

に
お
い
て
は
、Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
を
銀
行
の
立
場

か
ら
活
用
す
べ
く
開
発
者
で
あ
る
マ
ー

シ
ュ
と
協
働
す
る
と
と
も
に
、イ
ノ
ベ
ー

テ
ィ
ブ
な
商
品
開
発
に
よ
る
持
続
的
な

航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
市
場
の
創
造
を

支
援
す
る
観
点
か
ら
、世
界
初
と
な
る

Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
信
用
補
完
を
活
用
し

た
機
材
購
入
資
金
を
対
象
と
す
る
融

資
を
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
と
と
も
に
実
行
し
た
。

　

マ
ー
シ
ュ
に
よ
る
新
た
な
取
り
組
み

は
、航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
保

険
市
場
の
拡
大
を
予
感
さ
せ
る
。ボ
ー

イ
ン
グ
機
材
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
手
法
の

シ
ェ
ア
内
訳（
２
０
１
８
年
予
想
値
）で

見
て
も
、２
０
１
７
年
か
ら
登
場
し
た

保
険
が
２
年
目
に
し
て
５
％
ま
で
増
加

す
る
と
見
込
ん
で
い
る（
図
表
２
）。

※
当
比
較
数
値
は
、Boeing C

apital C
orporation

発
行「2

0
1

3
/2

0
1

7
 C

urrent A
ircraft F

inance 
M

arket O
utlook

」よ
り

航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の

歴
史
に
新
た
な
１
ペ
ー
ジ
を
拓
く

航空機ファイナンスの新たな1ページを拓く
─ 世界初の保険を組み込んだスキームを活用

AFICの
開発課題と
今後の活用

I N T E R V I E W

ROBERT A. MORIN
Marsh USA Inc.
Managing Director 
Transaction and Business Leader 
Aircraft Finance Insurance Consortium (AFIC) 

米国コロンビア大学のロースクールを卒業後、ニューヨークの法律事務所に

所属し、航空機関連融資等を手掛ける。その後、米国輸出入銀行において、

15年間にわたり延べ500億米ドルを超える航空機向け融資等への保証案件

を取りまとめるとともに、先駆的な金融商品を開発。同行の営業・商品企画の

上級副社長を経て、2017年より現職。

MANUFACTURER

INSURANCE

CASH

CAPITAL MARKETS

BANK DEBT

EXPORT CREDIT

5%

26%

29%

5%

35%

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2009 2010 2011 20132008 2012 2014 2015 2016 2017 2018F

（図表2）ボーイング機材のファイナンス内訳

出所：Boeing Capital Corporation発行「2018 Current Aircraft Finance Market Outlook」より
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—

創
業
の
経
緯
と
そ
の
後
の
成
長
に
つ
い
て
。

　

も
と
も
と
、柏
崎
市
内
の
和
菓
子
屋
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
が
、創
業
者
の
時
代
に
関
東
大
震
災
が

発
生
。物
流
が
止
ま
り
、お
菓
子
が
地
方
に
届
か

な
く
な
っ
た
窮
状
を
見
て
、日
本
海
側
で
も
栄
養

が
あ
っ
て
保
存
が
き
く
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
作
ろ
う
と
、

１
９
２
４
年
に
こ
の
事
業
を
興
し
た
の
で
す
。そ

の
後
、商
品
ア
イ
テ
ム
を
増
や
し
、３
代
目
の
時
代

に
は
大
規
模
な
設
備
投
資
を
行
っ
て
ビ
ス
ケ
ッ
ト

の
生
産
量
を
日
本
一
に
上
げ
る
と
と
も
に
、総
合

菓
子
メ
ー
カ
ー
へ
と
成
長
し
ま
し
た
。

　

加
え
て
、３
代
目
は
ペッ
ト
ボ
ト
ル
容
器
の
天
然

水
の
製
造
販
売
を
始
め
ま
し
た
。当
社
で
は
、創

業
の
精
神
と
し
て
、大
災
害
に
際
し
て
い
か
に
社

会
の
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
か
を
事
業
の
基
準

に
し
て
い
る
の
で
、周
囲
に
は「
な
ぜ
、お
菓
子
の

会
社
が
水
な
の
か
」と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、

私
ど
も
か
ら
す
れ
ば
自
然
な
成
り
行
き
だ
っ
た
の

で
す
。折
し
も
、そ
の
生
産
開
始
日
に
阪
神
淡
路

大
震
災
が
発
生
し
、急
き
ょ
被
災
地
へ
商
品
を
ピ

ス
ト
ン
輸
送
。大
災
害
に
際
し
て
役
立
つ
企
業
と

し
て
の
真
価
を
ま
ざ
ま
ざ
と
体
験
し
ま
し
た
。

　

私
は
４
代
目
と
し
て
96
年
に
社
長
に
就
任
し

た
の
で
す
が
、創
業
80
年
を
迎
え
た
２
０
０
４
年

頃
、「
創
業
１
０
０
年
の
２
０
２
４
年
に
は
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
に
成
長
し
て
い
た
い
が
、そ
の
時
の
事

業
は
何
だ
ろ
う
」と
考
え
ま
し
て
ね
。そ
の
結
果
、

「
３
代
目
の
時
代
に
１
つ
の
頂
点
を
極
め
た
の

で
、私
は
も
う
一
度
、初
代
に
戻
る
イ
メ
ー
ジ
で
、

い
ろ
い
ろ
な
商
品
を
手
が
け
な
が
ら
新
し
い
ニ
ー

ズ
を
探
し
つ
つ
、事
業
化
し
て
い
こ
う
」と
決
め
ま

し
た
。そ
し
て
、次
の
事
業
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を「
命

を
ど
う
大
事
に
し
て
い
く
か
」と
し
た
の
で
す
。

—

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て「
健
康
増
進
総
合
支

援
企
業
」を
掲
げ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、具
体
的
に

は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

１
つ
は
再
生
医
療
向
け
試
薬
事
業
で
す
。

２
０
０
８
年
か
ら
信
州
大
学
と
の
間
で
食
品
の

主
成
分
の
糖
な
ど
に
関
す
る
共
同
研
究
を
始

め
、こ
こ
へ
来
て
再
生
医
療
の
ヒ
ト
多
能
性
幹
細

胞（
ｉ
Ｐ
Ｓ
／
Ｅ
Ｓ
）用
増
殖
制
御
基
礎
培
養
液

「X
yltech

（
キ
シ
ル
テ
ッ
ク
）」を
開
発
し
、販
売

す
る
に
至
り
ま
し
た
。キ
シ
ル
テ
ッ
ク
は
、一
定
の

条
件
下
で
使
う
と
ｉ
Ｐ
Ｓ
／
Ｅ
Ｓ
の
性
質
を
維
持

し
た
ま
ま
増
殖
の
ペ
ー
ス
を
緩
や
か
に
す
る
効
果

が
あ
り
、培
養
液
の
交
換
作
業
の
頻
度
が
少
な
く

な
る
な
ど
研
究
者
の
負
担
を
軽
く
で
き
る
ほ
か
、

増
殖
ペ
ー
ス
が
制
御
で
き
る
こ
と
で
研
究
者
が
実

験
の
日
程
を
組
み
立
て
や
す
く
な
る
と
い
っ
た
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
酒
類
で
す
。今
で

は「
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
」と
い
う
呼
称
が
一
般
的
で

す
が
、１
９
９
５
年
に
全
国
初
の「
地
ビ
ー
ル
」を

作
っ
た
の
が
現
在
当
社
の
グ
ル
ー
プ
会
社
の
エ
チ
ゴ

ビ
ー
ル
で
す
。上
質
な
酒
類
を
適
量
飲
む
こ
と
は

健
康
に
役
立
つ
の
で
、当
社
の
事
業
領
域
に
入
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、新
商
品
で
は
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
・ゼ
リ
ー
が

あ
り
ま
す
。こ
れ
は
青
山
学
院
大
学
駅
伝
チ
ー
ム

の
協
力
を
得
て
開
発
し
た
も
の
で
、既
存
の
も
の

よ
り
も
体
へ
の
吸
収
ス
ピ
ー
ド
が
緩
や
か
で
、か
つ

ゆ
っ
く
り
と
消
費
さ
れ
る
の
で
持
続
系
の
ス
ポ
ー

ツ
に
役
立
つ
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

—

伝
統
あ
る
企
業
の
経
営
を
担
い
つ
つ
、新
事

業
・
新
商
品
開
発
に
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と

い
う「
伝
統
と
革
新
の
経
営
」の
姿
勢
は
、ど
こ
か

ら
生
ま
れ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

４
代
目
経
営
者
と
し
て

次
の
事
業
を
育
て
る

　新潟県柏崎市に本社を置く大手菓子メーカーの株式会社ブルボン

は、1924（大正13）年の創業で、「おいしさ、思いやり、いつもいっしょ

に。」を合言葉に掲げ、幅広いカテゴリーの菓子・飲料・食品を提供し

続けている。近年では健康維持に寄与する「健康増進総合支援企

業」を目指し、生活習慣病予防のための機能性食品、健康食品の開

発にも力を入れているほか、食品の糖質についての基礎研究を活かし

て再生医療分野での試薬事業を始めるなど革新的な取り組みも行っ

ている。4代目社長の吉田康氏は、IoTやAIなどの最新技術がもたら

す社会の変化も見据えつつ、事業の持続的成長に向けて着実に次

の一手を打ち続けている。

1979年名古屋大学農学部農芸化学科卒業後、ブルボンの前身・北日本食品
工業（株）入社。87年取締役、89年常務取締役、90年代表取締役専務、92年
常務取締役を経て96年1月代表取締役社長に就任。公益財団法人ブルボン吉
田記念財団理事長、公益社団法人柏崎法人会会長、一般社団法人全国ビス
ケット協会副会長、一般社団法人健康ビジネス協議会会長などの要職を務める。 

株式会社ブルボン

代表取締役社長

吉田 康氏

未
来
に
向
け
て
何
に
で
も
ト
ラ
イ
す
る
。

〝
地
方
の
地
方
〟で
１
０
０
年
続
く

企
業
で
あ
る
た
め
に

先
端
技
術
を
活
用
し

新
た
な
競
争
に
挑
む
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ま
、日
本
の
低
温
物
流
は
ど
の
よ
う
な
立
ち
位

置
に
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
今
後
、低
温
物
流
に

訪
れ
る
新
た
な
変
化
を
理
解
す
る
た
め
、こ
れ
ま
で
の

歩
み
を
俯
瞰
的
に
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

温
物
流
が
整
備
さ
れ
始
め
た
の
は
１
９
６
０

年
代
頃
だ
。生
活
水
準
の
高
ま
り
を
背
景
に
、

食
生
活
や
生
活
ス
タ
イ
ル
に
変
化
が
生
ま
れ
、加
工
食

品
、生
鮮
食
品
に
対
す
る
需
要
が
拡
大
し
た
。そ
れ
に

歩
調
を
合
わ
せ
る
形
で
冷
蔵
設
備
の
高
度
化
、冷
凍
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
の
開
始
、家
庭
用
冷
蔵
庫
の
普
及
が
進
ん

だ
。食
品
メ
ー
カ
ー
の
物
流
子
会
社
が
相
次
い
で
設
立

さ
れ
る
と
同
時
に
、農
畜
水
産
物
の
産
地
や
加
工
工
場

に
隣
接
し
て
冷
蔵
倉
庫
が
集
積
し
て
い
く
。映
画『
Ａ

Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ 

三
丁
目
の
夕
日
』に
描
か
れ
た
高
度
経
済

成
長
の
時
代
に
低
温
物
流
が
整
備
・
発
展
し
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

９
８
０
年
代
後
半
か
ら
１
９
９
０
年
代
は
低
温

物
流
の
成
長
期
で
あ
る（
図
表
１
）。規
制
緩
和

に
よ
る
冷
凍
食
品
市
場
の
成
長
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
店
舗
の
広
が
り
、巨
大
化
す
る
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア

の
拡
大
、宅
配
事
業
者
に
よ
る
小
口
保
冷
輸
送
の
登
場

等
を
背
景
に
、低
温
物
流
市
場
は
急
激
に
拡
大
し
て
い

く
。食
品
メ
ー
カ
ー
の
物
流
子
会
社
は
、自
社
物
流
に

留
ま
ら
ず
、他
社
製
品
の
取
り
扱
い
を
増
や
し
な
が
ら

総
合
物
流
事
業
者
に
成
長
し
て
い
っ
た
。同
時
に
、流
通

構
造
も
メ
ー
カ
ー
の
特
売
店
制
度
下
で
の
メ
ー
カ
ー
別

の
縦
割
り
流
通
か
ら
食
品
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
の
流
通
に

変
化
す
る
。巨
大
化
す
る
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
が
全
て
の

メ
ー
カ
ー
商
品
を
取
り
揃
え
る
フ
ル
ラ
イ
ン
の
対
応
を

低
温
物
流
会
社
に
要
請
し
た
結
果
で
あ
る
。

解
を
恐
れ
ず
言
え
ば
、１
９
９
０
年
代
頃
ま
で

は
、低
温
物
流
会
社
は
拡
大
す
る
パ
イ
を
獲

得
す
る
た
め
、物
流
ア
セ
ッ
ト
の
整
備
に
力
点
を
置
い

て
い
た
。し
か
し
、２
０
０
０
年
代
か
ら
、サ
ー
ビ
ス
面

（
付
加
価
値
）の
競
争
の
時
代
へ
と
突
入
す
る
。２
０
０
０

年
頃
か
ら
、コ
ン
ビ
ニ
の
急
速
な
拡
大
や
中
食
市
場
の
成

長
と
い
う
プ
ラ
ス
の
要
因
は
あ
る
も
の
の
、低
温
物
流
市

場
は
横
ば
い
で
推
移
し
始
め
る
。そ
の
た
め
、各
社
は
、取

扱
商
品
の
フ
ル
ラ
イ
ン
化
に
加
え
、３
温
度
帯（
冷
凍
・

チ
ル
ド・生
鮮
）対
応
や
ジ
ャ
ス
ト・イ
ン・タ
イ
ム
物
流
、

共
同
配
送
に
よ
る
物
流
コ
ス
ト
の
削
減
等
、物
流
サ
ー
ビ

ス
面
で
の
競
争
に
軸
足
を
移
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

在
、低
温
物
流
業
界
は
冷
蔵
倉
庫
の
老
朽
化

（
図
表
２
）や
フ
ロ
ン
規
制
、人
手
不
足
と
い
っ

た
共
通
課
題
を
抱
え
る
。他
方
で
、求
め
ら
れ
る
サ
ー

ビ
ス
レ
ベ
ル
は
流
通
加
工
、商
社
機
能
、ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
等
、物
流
の
周
辺
領
域
に
ま
で
広
が
っ
て
き
て
い

る
。こ
れ
に
加
え
、食
品
メ
ー
カ
ー
、卸
、小
売
の
各
階

層
は
大
規
模
化
、寡
占
化
が
進
み
、低
温
物
流
会
社
に

も
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
大
規
模
化・広
域
化・高
速
化
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

か
し
、こ
れ
ら
の
変
化
に
対
応
で
き
て
い
る
企

業
は
少
な
い
の
が
実
情
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

需
要
側
の
要
求
レ
ベ
ル
と
供
給
側
の
能
力
と
の
間
に
相

当
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
と
思
え
て
な
ら
な
い
。こ
れ
ま
で

の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、低
温
物
流
業
界
は
転

換
期
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。も
っ
と
も
、

今
後
の
変
化
を
見
通
す
こ
と
は
筆
者
の
力
量
を
大
き

く
超
え
る
。た
だ
、少
な
く
と
も
、こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
解

消
し
て
い
く
先
に
新
た
な
低
温
物
流
業
界
の
か
た
ち
が

見
え
て
く
る
と
は
言
え
そ
う
で
あ
る
。

株式会社 日本経済研究所
主任研究員
河野瀬 功執 筆 者

低 い１誤

し 現

Vol.8

■ 図表１：冷蔵倉庫所管容積の推移

（出所）国土交通省「倉庫統計」より作成
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■ 図表2：大都市圏*における冷蔵倉庫築年数

（出所）日本経済研究所作成
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31～40年
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41～50年
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51年以上
13%

＊大都市圏には東京、埼玉、神奈川、千葉、愛知、大阪、兵庫、福岡を含む

　

新
潟
県
の
柏
崎
は〝
地
方
の
地
方
〟な
の
で
何

か
特
徴
を
出
さ
な
い
と
、こ
の
地
に
本
社
を
置
い

て
１
０
０
年
も
事
業
を
続
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。大
事
な
の
は
、未
来
の
た
め
に
何
に
で
も
ト

ラ
イ
す
る
こ
と
。「
選
択
と
集
中
」は
当
社
に
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。新
商
品
を
作
っ
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
く
こ
と
は
、若
い
人
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え

る
こ
と
に
な
る
し
、い
ろ
ん
な
技
術
融
合
を
生
み

出
す
の
で
、メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、そ
れ
で
利
益
を
出
し
続
け
る
の
は

大
変
で
す
が
、ア
イ
テ
ム
も
多
い
が
利
益
も
出
す

の
が
当
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
。そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
高
さ
で

勝
て
ば
い
い
の
で
す
。同
時
に
、Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
な

ど
の
先
端
技
術
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
け
ば
、今

ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
実
現
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、今
、無
人
販
売
店
の
開
発
に
小
売

業
界
や
Ｉ
Ｔ
業
界
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、こ

の
挑
戦
に
製
造
業
も
ト
ラ
イ
し
て
い
い
と
思
う

の
で
す
。そ
こ
で
、新
た
に
工
学
分
野
の
研
究
所

を
作
っ
て
先
端
技
術
を
追
い
か
け
て
い
ま
す
し
、

２
０
１
８
年
１
月
に
は
社
内
に
無
人
販
売
ス
ペ
ー

ス
を
作
っ
て
実
証
実
験
も
始
め
る
予
定
で
す
。

　

今
、世
界
の
あ
ら
ゆ
る
業
界
で
、全
社
を
あ
げ

て
最
先
端
の
研
究
を
し
な
い
と
太
刀
打
ち
で
き

な
い
競
争
の
場
が
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。95
年
に

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
95
が
登
場
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
急
速
に
普
及
し
た
時
と
同
じ
よ
う
な
衝
撃
波

が
、も
う
す
ぐ
や
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。自
動
化

社
会
で
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
み
出
さ
れ
る
の

で
す
。メ
ー
カ
ー
は
も
の
づ
く
り
に
徹
す
る
と
い

う
発
想
は
、も
は
や
過
去
の
も
の
。デ
ジ
タ
ル
技

術
を
使
う
こ
と
で
、小
売
業
、物
流
業
、金
融
業

な
ど
何
に
で
も
な
る
こ
と
が
で
き
る
。そ
の
意
味

で
、こ
の
先
に
は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

—

吉
田
社
長
が
経
営
の
合
言
葉
と
さ
れ
て
い
る

「
響
働
」と
は
、ど
の
よ
う
な
意
味
な
の
で
し
ょ

う
か
。

　
「
響
働
」は
借
り
言
葉
な
の
で
す
が
、そ
の
意

味
は
お
客
様
、お
取
引
先
様
の
お
一
人
お
一
人

と
心
を
合
わ
せ
、目
的
に
響
き
合
っ
て
共
に
歩
ん

で
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、当
社
に
と
っ
て
の

７
つ
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー（
消
費
者
、流
通
、国
・

県
・
市
町
村
、株
主
、金
融
機
関
、取
引
先
、従
業

員
）の
皆
様
と「
響
働
」す
る
企
業
活
動
を
目
指

す
と
い
う
こ
と
で
す
。近
年
、Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
が
注

目
を
浴
び
て
い
る
よ
う
に
、当
社
も
環
境
・
社
会
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

当
然
で
あ
り
、「
響
働
」の
経
営
は
将
来
に
承
継

さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
な
の
で
す
。

—

昨
年
７
月
に
は「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
健
康
経
営
格
付
」で

県
内
初
と
な
る
最
高
ラ
ン
ク
を
取
得
さ
れ
ま
し

た
。健
康
経
営
に
も
い
ち
早
く
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
ね
。

　

２
０
１
２
年
に
法
人
化
し
た
新
潟
県
の
一
般

社
団
法
人
健
康
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
で
、「
健
康
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
に
向
け

た
活
動
の
旗
振
り
役（
会
長
）を
務
め
て
き
ま
し

た
。そ
の
活
動
の
中
で
健
康
の
重
要
性
を
説
い
て

い
た
と
こ
ろ
、東
京
商
工
会
議
所
が
健
康
経
営
の

普
及
・
啓
発
に
取
り
組
み
始
め
、ま
た
Ｄ
Ｂ
Ｊ
も

健
康
経
営
格
付
を
始
め
る
な
ど
の
動
き
が
あ
っ

て
、「
あ
、や
は
り
健
康
経
営
の
時
代
が
来
た
な
」

と
い
う
確
信
を
持
ち
ま
し
た
。健
康
増
進
に
資

す
る
企
業
と
し
て
従
業
員
や
そ
の
家
族
の
健
康

作
り
を
積
極
的
に
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
し
、

そ
の
た
め
の
制
度
作
り
に
も
取
り
組
ん
で
き
て
い

ま
す
。

　

思
う
に
、健
康
増
進
に
資
す
る
産
業
に
は

F
ood

、Fashion

、Fitness

な
ど
Ｆ
の
頭
文
字

が
多
い
。デ
ジ
タ
ル
化
が
も
た
ら
す
衝
撃
波
の
中

で
、当
社
も
10
年
先
に
は
高
齢
者
向
け
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
、フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
や
っ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね（
笑
）。

「
響
働
」
の
経
営
を

将
来
に
承
継
す
る
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